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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペー
スのためのシステムを提供する。
【解決手段】コンテンツ管理システムは、通信とコンテ
ンツ管理とを単一のユーザインタフェースに集約するグ
ラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）を提供する
ことができ、本ユーザインタフェースはユーザが新しい
ワークスペースを生成するための入力を供給することを
可能とし、そのワークスペースに関する会話とそのワー
クスペースに関連付けられたコンテンツアイテムとの少
なくともいずれかをユーザが見ることを可能とし、その
ワークスペースに関連付けられたコンテンツアイテムの
表現を提示し、そのワークスペースに関連付けられたコ
ンテンツアイテムを生成するための、見るための、編集
するための、そして共有するための入力をユーザが供給
することを可能とすることができる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オンラインコンテンツ管理システムが、前記コンテンツ管理システムのユーザアカウン
トに関連付けられたユーザデバイスから、新しいコンテンツアイテムを作成するための要
求であって、当該新しいコンテンツアイテムに対するコンテンツアイテムの種類を特定す
る要求を受信することと、
　前記オンラインコンテンツ管理システムが、特定された前記コンテンツアイテムの種類
に基づいて、複数のコンテンツアイテムテンプレートからコンテンツアイテムテンプレー
トを選択することと、
　前記オンラインコンテンツ管理システムが、選択された前記コンテンツアイテムテンプ
レートのコピーを生成することと、
　前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記ユーザアカウントに関連付けられた前
記オンラインコンテンツ管理システムのオンラインフォルダに、前記新しいコンテンツア
イテムとして、前記コンテンツアイテムテンプレートのコピーを保存することと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ユーザデバイスは、前記オンラインフォルダに対応するローカルフォルダを有し、
　前記方法は、前記新しいコンテンツアイテムを前記オンラインフォルダに保存したこと
に応じて、前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記オンラインフォルダを前記ロ
ーカルフォルダと同期することをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記新しいコンテンツアイテムを前記オンラインフォルダに保存したことに応じて、前
記オンラインコンテンツ管理システムが、前記ユーザデバイスに、前記新しいコンテンツ
アイテムを送信することをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のコンテンツアイテムテンプレートのそれぞれは、異なるコンテンツアイテム
の種類のものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記要求は前記新しいコンテンツアイテムのための名前を特定し、
　前記方法は、前記オンラインコンテンツ管理システムが、特定された前記名前に基づい
て、前記新しいコンテンツアイテムをリネームすること、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザデバイスは、前記オンラインフォルダに対応するローカルフォルダに、前記
新しいコンテンツアイテムを格納する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記コンテンツアイテムの種類は、前記ユーザデバイスにおいて利用可能でないネイテ
ィブソフトウェアアプリケーションに対応する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　１つ以上のプロセッサによって実行されるときに、
　　オンラインコンテンツ管理システムが、前記コンテンツ管理システムのユーザアカウ
ントに関連付けられたユーザデバイスで動作しているウェブブラウザから、新しいコンテ
ンツアイテムを作成するための要求であって、当該新しいコンテンツアイテムに対する、
前記ユーザデバイスで利用可能でないネイティブアプリケーションに対応するコンテンツ
アイテムの種類を特定する要求を受信することと、
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　　前記オンラインコンテンツ管理システムが、特定された前記コンテンツアイテムの種
類に基づいて、複数のコンテンツアイテムテンプレートからコンテンツアイテムテンプレ
ートを選択することと、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムが、選択された前記コンテンツアイテムテン
プレートのコピーを生成することと、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記ユーザアカウントに関連付けられた
前記オンラインコンテンツ管理システムのオンライン共有フォルダに、前記新しいコンテ
ンツアイテムとして、前記コンテンツアイテムテンプレートのコピーを保存することと、
　を引き起こす、命令の１つ以上のシーケンスを含むことを特徴とする非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
【請求項９】
　前記ユーザデバイスは、前記オンラインフォルダに対応するローカルフォルダを有し、
　前記命令は、前記新しいコンテンツアイテムを前記オンライン共有フォルダに保存した
ことに応じて、前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記オンライン共有フォルダ
を前記ローカルフォルダと同期することを引き起こす、
　ことを特徴とする請求項８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１０】
　前記命令は、前記新しいコンテンツアイテムを前記オンライン共有フォルダに保存した
ことに応じて、前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記ユーザデバイスに、前記
新しいコンテンツアイテムを送信することを引き起こす、
　ことを特徴とする請求項８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１１】
　前記複数のコンテンツアイテムテンプレートのそれぞれは、異なるコンテンツアイテム
の種類のものである、
　ことを特徴とする請求項８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１２】
　前記要求は、前記新しいコンテンツアイテムのための名前を特定し、
　前記命令は、前記オンラインコンテンツ管理システムが、特定された前記名前に基づい
て、前記新しいコンテンツアイテムをリネームすることを引き起こす、
　ことを特徴とする請求項８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１３】
　前記ユーザデバイスは、前記オンライン共有フォルダに対応するローカルフォルダに、
前記新しいコンテンツアイテムを格納する、
　ことを特徴とする請求項１０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　前記オンライン共有フォルダは、共有フォルダに裏付けられたワークスペースの複数の
ユーザアカウントに関連付けられている、
　ことを特徴とする請求項８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１５】
　オンラインコンテンツ管理システムであって、
　１つ以上のプロセッサと、
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されるときに、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記オンラインコンテンツ管理システム
の共有フォルダに裏付けられたワークスペースに関連する認可されたユーザアカウントに
関連付けられたユーザデバイスで動作しているウェブブラウザから、新しいコンテンツア
イテムを作成するための要求であって、当該新しいコンテンツアイテムに対する、前記ユ
ーザデバイスで利用可能でないネイティブアプリケーションに対応するコンテンツアイテ
ムの種類を特定する要求を受信することと、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムが、特定された前記コンテンツアイテムの種
類に基づいて、複数のコンテンツアイテムテンプレートからコンテンツアイテムテンプレ
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ートを選択することと、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムが、選択された前記コンテンツアイテムテン
プレートのコピーを生成することと、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記共有フォルダに裏付けられたワーク
スペースに対応する前記オンラインコンテンツ管理システムのオンライン共有フォルダに
、前記新しいコンテンツアイテムとして、前記コンテンツアイテムテンプレートのコピー
を保存することと、
　を引き起こす。命令の１つ以上のシーケンスを含んだ非一時的コンピュータ可読媒体と
、
　を有することを特徴とするオンラインコンテンツ管理システム。
【請求項１６】
　前記ユーザデバイスは、前記オンライン共有フォルダに対応するローカルフォルダを有
し、
　前記命令は、前記新しいコンテンツアイテムを前記オンライン共有フォルダに保存した
ことに応じて、前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記オンライン共有フォルダ
を前記ローカルフォルダと同期することを引き起こす、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記命令は、前記新しいコンテンツアイテムを前記オンライン共有フォルダに保存した
ことに応じて、前記オンラインコンテンツ管理システムが、前記ユーザデバイスに、前記
新しいコンテンツアイテムを送信することを引き起こす、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記複数のコンテンツアイテムテンプレートのそれぞれは、異なるコンテンツアイテム
の種類のものである、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記要求は、前記新しいコンテンツアイテムのための名前を特定し、
　前記命令は、前記オンラインコンテンツ管理システムが、特定された前記名前に基づい
て、前記新しいコンテンツアイテムをリネームすることを引き起こす、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ユーザデバイスは、前記オンライン共有フォルダに対応するローカルフォルダに、
前記新しいコンテンツアイテムを格納する、
　ことを特徴とする請求項１７に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願へのクロスリファレンス
　本願は、２０１５年３月２３日に出願された米国仮特許出願第６２／１３６８７１号の
優先権の利益を享受する。この出願は、参照によりその全体が本明細書に組み入れられる
。
【０００２】
　本技術はコンテンツ管理システムに関し、より具体的には、集約された協調環境に関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　現代の企業の従業員は、様々な職務権限を実行するために多くの異なるソフトウェアツ
ールを使用する。電子メール、インスタントメッセージング、及びテキスト（ＳＭＳ）メ
ッセージングは、全て、共働者及びプロジェクトのチームメートと連絡するために用いら
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れる。様々なファイルシステム（例えばローカルマシンドライブ、ネットワークドライブ
、クラウドストレージなど）が、業務を遂行するのに必要な、又は、業務の結果である、
文書、メディアアイテム、及び他のコンテンツアイテムの経過（track）を維持するのに
用いられる。様々なアプリケーションが、就業日の間に従業員によって用いられる様々な
コンテンツアイテムを見るため、作るため、そして編集するために用いられる。この、様
々な、通信機構、デジタルストレージのロケーション、及び生産性アプリケーションが業
務環境にフレキシビリティを加える一方で、それは、どのように共働者と連絡するか、ど
こに業務に関するコンテンツアイテムが位置しているか、及び、従業員の職務権限を実行
するのに必要な様々なコンテンツアイテム（文書、ファイル、画像、メディアなど）を見
て、作って、そして編集するのにどのアプリケーションが必要であるかを従業員が把握す
る必要がある際に、複雑性と非効率性とを与えもする。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示の追加的な特徴および利点は以下に説明されるであろうし、また部分的にはその
説明から明らかであろうし、また本明細書で開示された原理の実施により学習されるであ
ろう。本開示の特徴および利点は、添付の請求項において具体的に示す機器および組み合
わせによって実現され、得られうるものである。本開示のこれらの特徴およびその他の特
徴は、以下の記述および添付の請求項からさらに十分に明らかになるか、または本明細書
で述べた原理の実施によっても分かるものである。
【０００５】
　開示されるものは、共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペースのためのシステム
、方法及び非一時的コンピュータ可読記憶媒体である。いくつかの実施形態において、コ
ンテンツ管理システムは、通信とコンテンツ管理とを単一のユーザインタフェースに集約
するグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）を提供することができる。本ユーザイ
ンタフェースは、ユーザが、新しいワークスペースを生成するための入力を供給すること
を可能とする機構を含むことができる。本ユーザインタフェースは、そのワークスペース
に関する会話（conversation）と、そのワークスペースに関連付けられたコンテンツアイ
テムとの少なくともいずれかをユーザが見ることを可能とする機構を提供することができ
る。本ユーザインタフェースは、そのワークスペースに関連付けられたコンテンツアイテ
ムの表現を提示し、そのワークスペースに関連付けられたコンテンツアイテムを生成する
ための、見るための、編集するための、そして共有するための入力をユーザが供給するこ
とを可能とすることができる。
【０００６】
　いくつかの実施形態において、コンテンツ管理システムのオンライン共有フォルダは、
グラフィカルユーザインタフェースによって表現されるワークスペースに関連付けられた
コンテンツアイテム及びメッセージののためのレポジトリとして働くことができる。例え
ば、そのワークスペースＧＵＩに提示されたメッセージ、コメント、又は他の通信は、オ
ンライン共有フォルダに格納され、ユーザのクライアントデバイスのローカル共有フォル
ダと同期されていることができる。そのワークスペースＧＵＩを通じて議論されることと
、共有されることと、生成されることと、編集されることとの少なくともいずれかが行わ
れたコンテンツアイテムは、共有フォルダに格納されうる。共有フォルダは、そのワーク
スペースのメンバ（例えば、ユーザ、従業員、プロジェクトのチームメートなど）と共有
されることができる。例えば、１人のユーザのデバイスにおけるオンライン共有フォルダ
の、そのユーザのローカルコピーに格納されたメッセージ、コンテンツアイテム、及び他
のオブジェクトは、他のユーザのデバイスの、当該他のユーザのローカル共有フォルダと
同期されることができる。いくつかの実施形態では、ワークスペースＧＵＩは、オンライ
ンとローカルとの少なくともいずれかの共有フォルダのコンテンツに基づいて、生成され
ることができる。例えば、ワークスペースＧＵＩは、オンラインとローカルとの少なくと
もいずれかの共有フォルダのコンテンツ（例えばメッセージ、コンテンツアイテムなど）
を表現することができる。
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【０００７】
　いくつかの実施形態において、ユーザは、オンラインコンテンツ管理システムへのブラ
ウザインタフェースを用いて、新しいコンテンツアイテムを作り出すことができる。ユー
ザは、生成するコンテンツアイテムの種類（例えば文書）と、そのコンテンツアイテムの
名前を特定することができる。コンテンツアイテムの種類及び名前は、コンテンツ管理シ
ステムへと送信されうる。コンテンツ管理システムは、生成することができる文書の種類
のそれぞれに対応するテンプレートを記憶しておくことができる。コンテンツ管理システ
ムは、新しいコンテンツアイテムの作成の要求を受信すると、要求されたコンテンツアイ
テムの種類に対応するテンプレートをコピーして、そのテンプレートのコピーを特定され
た名前にリネームして、コンテンツ管理システム上のそのユーザのフォルダにその新しい
コンテンツアイテムを保存することができる。オンライフォルダは、その後、ユーザのデ
バイス上の対応するフォルダと同期されることができる。ユーザは、その新しいコンテン
ツアイテムを見ると共に編集するために、ローカルフォルダからその新しいコンテンツア
イテムにアクセスすることができる。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、認可されたユーザがクライアントデバイス上のウェブブラウ
ザを通じてワークスペース内のコンテンツアイテムにアクセスしているときに、そのウェ
ブブラウザは、そのユーザがそのクライアントデバイス上の（例えばオンライン共有フォ
ルダに対応する）ローカルフォルダにそのコンテンツアイテムのローカルバージョンを有
していることを認識し、そのコンテンツアイテムのプレビュー（例えばウェブ配信される
イメージ）バージョンの選択又はそのクライアントデバイス上でのネイティブアプリケー
ションにおいてコンテンツアイテムのローカルバージョンを開くことの選択をそのユーザ
が行うことを可能とするオプションを、そのユーザに提示することができる。そのユーザ
がネイティブアプリケーションにおいてそのコンテンツアイテムのローカルバージョンを
開くことを選択した場合、そのユーザはそのコンテンツアイテムを編集することができ、
全ての変更は、自動的にオンライン共有フォルダに同期されるだろう。
【０００９】
　いくつかの実施形態において、ワークスペースは、電子メールとワークスペースメッセ
ージング（例えばチャット）機能とを、ワークスペースのメンバが電子メールとワークス
ペースメッセージングとを置き換え可能に使用することができるように、集約することが
できる。ワークスペースへは、ワークスペース電子メールアドレス（電子メールのメーリ
ングリスト）が割り当てられうる。ワークスペースの電子メールアドレスへ宛てられた／
そのアドレスからアドレス指定された電子メールは、（例えばユーザの電子メールアカウ
ントから、電子メールサーバからなどで）取得されることができ、ワークスペースチャッ
トメッセージが、各電子メールアドレスのために生成されてワークスペースのメッセージ
ストリームに加えられることができる。認可されたユーザがワークスペースチャットメッ
セージを生成すると、（例えばメッセージコンテンツを含む）そのワークスペースチャッ
トメッセージに対応する電子メールが生成されて、そのワークスペース電子メールのメー
リングリストへの参加者（例えばその共有フォルダの認可されたユーザ）へと送信されう
る。
【００１０】
　いくつかの実施形態において、共有フォルダに関連付けられたメールリストへ送信され
た電子メールメッセージは、ワークスペース（例えばチャットストリーム）メッセージへ
と変形されうる。電子メールメッセージが添付を含む場合、その添付は、電子メールメッ
セージから取り除かれ、共有フォルダに格納されることができ、メッセージは、オンライ
ン共有フォルダに格納された添付へのリンクを伴って、ワークスペースのユーザインタフ
ェース上のメッセージストリームに提示されうる。
【００１１】
　いくつかの実施形態において、コンテンツアイテムと関連付けられた電子メールメッセ
ージは、そのコンテンツアイテム中に、コメントとして挿入されうる。例えば、電子メー
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ルがコンテンツアイテムの添付を含む場合、電子メールメッセージのボディ（テキスト）
が、そのコンテンツアイテム中に、コメントとして挿入されうる。電子メールがコンテン
ツの時刻を参照する場合又はコンテンツアイテムに関連付けられた電子メールスレッド内
にある場合に、その電子メールは、コンテンツアイテム内にコメントとして挿入されうる
。コンテンツアイテム中に挿入されたコメントは、ユーザがそのコンテンツアイテムを見
るときに、ユーザインタフェース上に提示されうる。
【００１２】
　いくつかの実施形態において、ユーザは、コンテンツアイテムを選択することができ、
選択に応じて、ユーザが「ディスカス（discuss）」オプションを選択することができる
オプションのユーザインタフェースが表示されうる。ユーザがディスカスオプションを選
択すると、コンテンツアイテムは、メッセージストリーム内の新しいメッセージにおいて
提示されることができ、ユーザは、選択されたコンテンツアイテムについての会話（例え
ばメッセージスレッド）を開始するメッセージを入力することができる。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、ネイティブ文書内のコメント（例えばワード文書のコメ
ント）又はプレビュー（例えばメタデータ）が、ワークスペースのメッセージストリーム
に、そのコンテンツアイテムについての会話として、追加される。コンテンツアイテムに
編集がなされた場合、どのような変更がなされたかを示すために新しいメッセージが生成
されてもよく、新しいメッセージは、そのメッセージストリーム又はコンテンツアイテム
に対応するメッセージスレッドに加えられうる。
【００１４】
　いくつかの実施形態において、ユーザがコンテンツアイテムをワークスペースメッセー
ジ（例えばチャットポスト）へ追加すると、コンテンツアイテムは、自動的にそのワーク
スペースのための共有フォルダへ加えられ、共有フォルダの認可されたユーザのクライア
ントデバイスと同期する。いくつかの実施形態において、コンテンツアイテムのチャット
メッセージ又はポストへの追加は、ワークスペースのメンバのクライアントデバイスとの
、コンテンツアイテムの同期をトリガする（例えば開始する）ことができる。
【００１５】
　いくつかの実施形態において、様々な会話モード（例えば、電子メール、ワークスペー
スメッセージング、チャット、テキストメッセージなど）にわたる、あるコンテンツアイ
テムに固有の会話は、集約され、そのコンテンツアイテムと関連付けられうる。その後、
ユーザは、そのコンテンツアイテムに固有の全ての会話を１つの場所において見ることが
できる。例えば、ユーザは、コンテンツアイテムの会話表示をトリガするためにコンテン
ツアイテムをクリックすることができよう。会話表示において、ユーザは、そのコンテン
ツアイテムに固有の（例えば、電子メール、チャット、文書内のコメントなどからの）全
ての会話を見ることができるだろう。
【００１６】
　いくつかの実装において、ワークスペースのユーザインタフェースは、メッセージスト
リーム（例えば、時間順に配列された様々なユーザからのメッセージ）を提示することが
できる。メッセージストリームは、個別のメッセージとスレッド構成のメッセージとを含
むことができる。スレッド構成のメッセージは、例えば、会話における複数の関連するメ
ッセージ（例えば、オリジナルメッセージ、返信メッセージ、返信に対する返信）であっ
てもよい。個別のメッセージが受信されると、メッセージストリームのデフォルトの振る
舞いは既存のメッセージをスクロールしてその新しいメッセージを追加することでありう
る。しかしながら、ユーザが既存のメッセージ又はメッセージスレッドに作用している（
例えば、既存のメッセージにカーソルを合わせている、既存のメッセージへの変身を入力
している）場合、そのユーザが既存のメッセージ又はメッセージスレッドに作用している
間は、スクロールする振る舞いは停止される（例えばメッセージストリームが凍結される
（frozen））。ユーザが既存のメッセージに作用するのを停止すると、メッセージストリ
ームのスクロールする振る舞いが再開されうる。
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【００１７】
　いくつかの実施形態において、ワークスペースのメンバは、ワークスペースメッセージ
において外部ユーザに言及しうる。オンラインコンテンツ管理システムは、外部ユーザに
ついて言及されたことを判定し、その外部ユーザに対するコンタクト情報を取得し、外部
ユーザのコンタクト情報において特定された通信機構（例えば電子メール、テキストメッ
セージ、ＳＭＳメッセージなど）を用いて、チャットメッセージをその外部ユーザへ送信
することができる。外部ユーザは、同一の通信機構を用いて、そのチャットメッセージに
返信することができる。外部ユーザの返信がコンテンツ管理システムによって受信される
と、コンテンツ管理システムは、外部ユーザの返信の内容を含んだチャットメッセージを
生成することができる。
【００１８】
　本開示の上記および他の利点および特徴は、添付の図面に示す特定の実施の形態を参照
することにより明らかになるであろう。これらの図面は、本開示の例示的な実施形態を示
しているだけであり、それゆえ、本開示の範囲を限定しているとみなされてはならないこ
とを理解した上で、添付の図面を用いてさらに具体的かつ詳細に本明細書の原理を記述し
て説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペースを実装するための例示のシステ
ム構成のブロック図。
【図２】共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペースを提供するための例示のシステ
ムのブロック図。
【図３】例示のワークスペースのグラフィカルユーザインタフェースを示す図。
【図４】ワークスペースにおいて新しいコンテンツアイテムを作成するための例示のシス
テムのブロック図。
【図５】ワークスペースにおいて新しいコンテンツアイテムを生成するための例示のクラ
イアント処理のフロー図。
【図６】ワークスペースにおいて新しいコンテンツアイテムを生成するための例示のサー
バ処理のフロー図。
【図７】共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペース中に電子メールを集約するため
のシステムのブロック図。
【図８】電子メールをワークスペースメッセージへ変換するための例示のサーバ処理のフ
ロー図。
【図９】ワークスペースメッセージを電子メールメッセージへ変換するための例示のクラ
イアント処理のフロー図。
【図１０】ワークスペースメッセージを電子メールへ変換するための例示のサーバ処理の
フロー図。
【図１１】コンテンツアイテムについての議論を生成するための例示のワークスペースの
グラフィカルユーザインタフェースを示す図。
【図１２】ワークスペースにおいてコンテンツアイテムに関連するコメントを見るための
例示のワークスペースのグラフィカルユーザインタフェースを示す図。
【図１３】コンテンツアイテムに対するコメントを生成して表示するための例示の処理の
フロー図。
【図１４】コンテンツアイテムの周辺の会話を生成するための例示の処理１４００のフロ
ー図。
【図１５】外部ユーザへワークスペースメッセージを送信するための例示の処理１５００
のフロー図。
【図１６】同一のグラフィカルユーザインタフェースにおいてチャット及びスレッド構造
の会話を表示するための例示の処理１６００のフロー図。
【図１７Ａ】本技術の様々な実施形態を実行するための例示のとりうるシステムの実施形



(9) JP 2019-36327 A 2019.3.7

10

20

30

40

50

態を示す図。
【図１７Ｂ】本技術の様々な実施形態を実行するための例示のとりうるシステムの実施形
態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本開示のさまざまな実施の形態について、以下に詳しく論じる特定の実装について論じ
ているが、これは説明のみを目的として行われていることを理解されたい。当業者は、本
開示の趣旨および範囲から逸脱することなく他のコンポーネントや構成が用いられうるこ
とを認識するであろう。
【００２１】
　開示される技術は、共働者と連絡を取り、作業成果物（例えばファイル、メディア、文
書、デジタルコンテンツアイテムなど）を生成してアクセスし、現代社会においてビジネ
スを行うのに必要なソフトウェアアプリケーションにアクセスするための単一のユーザイ
ンタフェースを提供する、集約された共働ワークスペースのための技術的な必要性を取り
扱う。
【００２２】
　図１は、共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペースを実装するための例示のシス
テム構成１００のブロック図であり、ここでは、電子デバイスが、コンテンツ及び他のデ
ータを交換する目的でネットワークを通じて通信する。システムは、図１に示されるよう
に、ワイドエリアネットワーク上で使用されるよう構成されてもよい。しかしながら、本
原理は、電子デバイス間の通信を促進する広範なネットワーク構成に適用可能である。例
えば、図１におけるシステム１００の要素のそれぞれは、ネットワークにおいて集中型又
は分散型の方法で実装されうる。
【００２３】
　システム１００では、直接か間接かの少なくともいずれかの通信によりネットワーク１
０４と接続されたクライアントデバイス１０２1、１０２2、…、１０２ｎ（「１０２」と
総称する）を通じて、ユーザはコンテンツ管理システム１０６と相互に作用することがで
きる。コンテンツ管理システム１０６は、デスクトップコンピュータや、モバイルコンピ
ュータや、携帯電話、スマートフォン、タブレットなどのモバイル通信デバイスや、スマ
ートテレビジョンや、セットトップボックスや、他の任意のネットワークを利用可能な計
算デバイスの少なくともいずれかであるような、多種多様なクライアントデバイスからの
接続をサポートすることができる。クライアントデバイス１０２は、種類、能力、オペレ
ーティングシステムなどが変動するものでありうる。さらに、コンテンツ管理システム１
０６は、同時に、複数のクライアントデバイス１０２からの接続を受け付け、その複数の
クライアントデバイスと相互作用することができる。
【００２４】
　クライアントデバイス１０２ｉにインストールされたクライアント側アプリケーション
を介して、ユーザはコンテンツ管理システム１０６と相互に作用することができる。いく
つかの実施形態では、クライアント側アプリケーションはコンテンツ管理システム用のコ
ンポーネントを含みうる。例えば、そのコンポーネントは、スタンドアローンアプリケー
ション、１つ以上のアプリケーションプラグイン、ブラウザエクステンションの少なくと
もいずれかでありうる。その一方で、クライアントデバイス１０２ｉに存在しコンテンツ
管理システム１０６と通信するよう構成された、ウェブブラウザなどの、第三者アプリケ
ーションを通じて、ユーザはコンテンツ管理システム１０６と相互に作用することもでき
る。いずれの場合でも、クライアント側アプリケーションは、ユーザがコンテンツ管理シ
ステム１０６と相互作用するためのユーザインタフェース（ＵＩ）を提示することができ
る。例えば、ファイルシステムと統合されたクライアント側アプリケーションを通じて、
またはウェブブラウザアプリケーションを使用して表示されるウェブページを通じて、ユ
ーザはコンテンツ管理システム１０６と相互に作用することができる。
【００２５】
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　コンテンツ管理システム１０６は、ユーザがコンテンツを格納すること、及び、コンテ
ンツの取得、変更、ブラウズ、または共有の少なくともいずれかのような、様々なコンテ
ンツ管理タスクを実行することを可能とすることができる。さらに、コンテンツ管理シス
テム１０６は、ユーザが複数のクライアントデバイス１０２からコンテンツにアクセスす
ることを可能とすることができる。例えば、クライアントデバイス１０２ｉは、ネットワ
ーク１０４を通じてコンテンツ管理システム１０６にコンテンツをアップロードすること
ができる。そのコンテンツは、後に、同じクライアントデバイス１０２ｉまたは他のクラ
イアントデバイス１０２ｊを使用して、コンテンツ管理システム１０６から取得されても
よい。
【００２６】
　種々のコンテンツ管理サービスをより容易にするために、ユーザはコンテンツ管理シス
テム１０６でアカウントを生成してもよい。アカウント情報はユーザアカウントデータベ
ース１５０に維持されうる。ユーザアカウントデータベース１５０は、登録ユーザについ
てのプロファイル情報を保持してもよい。ある場合には、ユーザプロファイルの個人情報
はユーザ名と電子メールアドレスとの少なくともいずれかのみであってもよい。その一方
で、コンテンツ管理システム１０６は追加的なユーザ情報を受け入れるよう構成されても
よい。
【００２７】
　また、ユーザアカウントデータベース１５０は、例えば有料又は無料といったアカウン
トタイプ、例えばファイル編集履歴といった利用情報、許されている最大ストレージスペ
ース、利用されているストレージスペース、コンテンツストレージ位置、セキュリティ設
定、個人構成設定、コンテンツ共有データなどのような、アカウント管理情報を含むこと
ができる。アカウント管理モジュール１２４は、ユーザアカウントデータベース１５０に
おいて、ユーザアカウントの詳細を更新し、取得し、又は更新すると共に取得するように
構成されうる。アカウント管理モジュール１２４は、コンテンツ管理システム１０６の、
任意の数の他のモジュールと相互に作用するように構成されてもよい。
【００２８】
　アカウントは、そのアカウントで認可された１つ以上のクライアントデバイス１０２か
ら、デジタルデータ、文書、テキストファイル、音声ファイル、動画ファイルなどのよう
な、コンテンツを格納するために使用されうる。コンテンツは、コレクション、プレイリ
スト、アルバム、などのような、異なる性質のコンテンツアイテムを、まとめてグルーピ
ングする、フォルダ又は他の機構を含むこともできる。例えば、アカウントは、任意のユ
ーザにアクセス可能なパブリックフォルダを含むことができる。パブリックフォルダには
、ウェブアクセス可能なアドレスが割り当てられてもよい。ウェブアクセス可能なアドレ
スへのリンクが、パブリックフォルダのコンテンツにアクセスするために用いられてもよ
い。他の例では、アカウントは、写真に適する特定の属性やアクションを提供する写真用
の写真フォルダ、音声ファイルを再生する能力を提供し他の音声関連アクションを実行す
る音声フォルダ、他の特殊用途フォルダを含んでもよい。アカウントは、複数のユーザア
カウントとリンクされ、それらのアカウントから利用可能な共有フォルダまたはグループ
フォルダを含むこともできる。ある共有フォルダに対して、複数のユーザのための複数の
パーミッションは異なっていてもよい。例えば、共有フォルダに関連付けられたパーミッ
ション設定は、所定のユーザ（例えばビジネス、プロジェクトチーム、ワークスペースな
どに関連付けられたユーザ）のみがその共有フォルダにアクセスすることができることを
示してもよい。
【００２９】
　コンテンツは、コンテンツストレージ１６０に格納されてもよい。コンテンツストレー
ジ１６０は、ストレージデバイス、複数のストレージデバイス、又はサーバであってもよ
い。代わりに、コンテンツストレージ１６０は、１つ以上の通信ネットワークを通じてア
クセス可能なクラウドストレージプロバイダまたはネットワークストレージであってもよ
い。コンテンツアイテムがコンテンツ管理システム１０６によってどこに格納されている
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のかをクライアントデバイス１０２が正確に知る必要がなくなるように、コンテンツ管理
システム１０６は、クライアントデバイス１０２に対して複雑なもの及び詳細を非表示と
してもよい。ある変形例では、コンテンツ管理システム１０６は、クライアントデバイス
１０２ｉ上に現れるのと同じフォルダ階層で、コンテンツアイテムを格納してもよい。そ
の一方で、コンテンツ管理システム１０６は、自身の順序、構成、階層で、コンテンツア
イテムを格納してもよい。コンテンツマネージメントシステム１０６は、コンテンツアイ
テムを、ネットワークアクセス可能ストレージ（ＳＡＮ）デバイス、安価ディスク冗長ア
レイ（ＲＡＩＤ）等に格納することができる。コンテンツストレージ１６０は、コンテン
ツアイテムを、ＦＡＴ、ＦＡＴ３２、ＮＴＦＳ、ＥＸＴ２、ＥＸＴ３、ＥＸＴ４、Ｒｅｉ
ｓｅｒＦＳ、ＢＴＲＦＳ等のような、１つ以上のパーティションタイプを用いて記憶する
ことができる。
【００３０】
　コンテンツストレージ１６０は、コンテンツアイテム、コンテンツアイテムの種類、お
よびコンテンツアイテムと種々のアカウントやフォルダやグループとの関係を説明する、
メタデータを格納してもよい。コンテンツアイテムに対するメタデータは、コンテンツア
イテムの一部として格納されてもよいし、別個に格納されてもよい。ある変形例では、コ
ンテンツストレージ１６０に格納される各コンテンツアイテムには、システム全体で一意
の識別子が割り当てられてもよい。
【００３１】
　コンテンツストレージ１６０は、重複したファイルやファイルの重複セグメントを特定
することによって、要求されるストレージスペースの量を低減することができる。複数の
コピーを記憶する代わりに、コンテンツストレージ１６０は、単一のコピーを記憶し、重
複しているものをその単一のコピーにリンクするためのポインタや他の機構を使用しても
よい。同様に、コンテンツストレージ１６０は、ファイルのより効率的な記憶、及び、フ
ァイルへの変更や（分岐バージョンツリーを含む）異なるバージョンのファイルや変更履
歴を追跡するファイルバージョン制御を使用することにより、操作をやり直す能力の提供
を行ってもよい。変更履歴は、元のファイルバージョンに適用された場合、変更後のファ
イルバージョンを生成する一組の変更を含んでもよい。
【００３２】
　コンテンツ管理システム１０６は、１つ以上のクライアントデバイス１０２からのコン
テンツの自動同期をサポートするよう構成されてもよい。同期はプラットフォーム不可知
的であってもよい。すなわち、コンテンツは、種類、能力、オペレーティングシステム等
の異なる、複数のユーザデバイス１０２にわたって同期が取られうる。例えば、ユーザデ
バイス１０２iは、コンテンツ管理システム１０６の同期モジュール１３２を通じて、ク
ライアントデバイス１０２iのファイルシステム内のコンテンツを、関連付けられたユー
ザアカウントにおけるコンテンツと同期させるクライアントソフトウェアを含み得る。あ
る場合では、クライアントソフトウェアは、新たな、削除された、変更された、コピーさ
れた、または移動されたファイル又はフォルダのような、指定されたフォルダおよびその
サブフォルダのコンテンツに対する任意の変更を同期させてもよい。クライアントソフト
ウェアは、別個のソフトウェアアプリケーションであってもよく、またはオペレーティン
グシステム中の既存のコンテンツ管理アプリケーションに統合されていてもよく、または
それらの組み合わせであってもよい。既存のコンテンツ管理アプリケーションに統合され
るクライアントソフトウェアの一例では、ユーザはローカルフォルダ内で直接コンテンツ
を操作し、その間、バックグラウンド処理は変更がないかローカルフォルダを監視し、そ
のような変更の同期をコンテンツ管理システム１０６に対して実行する。逆に、バックグ
ラウンド処理はコンテンツ管理システム１０６において更新されたコンテンツを特定し、
そのような変更をローカルフォルダに同期させてもよい。クライアントソフトウェアは、
同期操作の通知を提供してもよく、コンテンツ管理アプリケーションの中で直接、コンテ
ンツ状態の表示を提供してもよい。クライアントデバイス１０２ｉは、利用可能なネット
ワーク接続を有さない場合がある。このシナリオでは、クライアントソフトウェアは、フ
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ァイル変更がないかリンクされたフォルダを監視し、後にネットワーク接続が利用可能と
なったときにコンテンツ管理システム１０６に対して同期を実行するべくそのような変更
をキューに入れてもよい。同様に、ユーザは、コンテンツ管理システム１０６との同期を
手動で止めるか一時停止してもよい。
【００３３】
　ユーザは、ユーザインタフェースモジュール１２２によって生成され提供されるウェブ
インタフェースを通じて、コンテンツを見たり操作したりしてもよい。例えば、ユーザは
、ウェブブラウザ内で、コンテンツ管理システム１０６によって提供されるウェブアドレ
スへと辿り着いてもよい。ファイルの新たなバージョンのアップロードのように、ウェブ
インタフェースを通じてなされたコンテンツストレージ１６０のコンテンツへの変更や更
新は、ユーザのアカウントに関連する他のクライアントデバイス１０２へと伝搬されても
よい。例えば、それぞれが自身のクライアントソフトウェアを有する複数のクライアント
デバイス１０２が、単一のアカウントと関連付けられていてもよく、そのアカウントのフ
ァイルは、その複数のクライアントデバイス１０２のそれぞれの間で同期されてもよい。
【００３４】
　コンテンツ管理システム１０６は、種々のクライアントデバイス１０２とインタフェー
ス接続するための通信インタフェース１２０を含んでもよく、アプリケーションプログラ
ミングインタフェース（ＡＰＩ）を通じて他のコンテンツとサービスプロバイダとの少な
くともいずれか１０９１、１０９２、…、１０９ｎ（「１０９」と総称する）と相互に作
用してもよい。所定のソフトウェアアプリケーションは、ユーザの代わりに、ＡＰＩを通
じてコンテンツストレージ１６０にアクセスしてもよい。例えば、スマートフォン又はタ
ブレット計算デバイス上のアプリケーションなどのソフトウェアパッケージは、ユーザが
資格証明を提供する場合、プログラム上でコンテンツ管理システム１０６を直接呼び出し
、コンテンツを読み取り、書き込み、作成し、消去し、共有し、またはそうでなければ操
作してもよい。同様に、ＡＰＩは、ウェブサイトを通じてユーザがコンテンツストレージ
１６０の全部または一部にアクセスすることを可能としてもよい。
【００３５】
　コンテンツ管理システム１０６は、認可されたクライアントおよびユーザのみがファイ
ルにアクセスできることを確実なものとするために、ユーザの資格証明、セキュリティト
ークン、ＡＰＩコール、特定のクライアントデバイスなどを検証することができる認証モ
ジュール１２６を含んでもよい。さらに、コンテンツ管理システム１０６は、集約ファイ
ル操作、ユーザアクション、ネットワーク利用状況、使用されているトータルのストレー
ジスペース、及び、他の技術の、利用状況の、またはビジネスの指標を追跡して、それに
ついて報告することができる、解析モジュール１３４を含んでもよい。プライバシーポリ
シーとセキュリティポリシーとの少なくともいずれかは、コンテンツ管理システム１０６
を用いて格納されるユーザデータへの認可されていないアクセスを防止することができる
。
【００３６】
　コンテンツ管理システム１０６は、公的または私的にコンテンツを共有することを管理
するための共有モジュール１３０を含んでもよい。公的にコンテンツを共有することは、
コンテンツアイテムを、コンテンツ管理システム１０６とのネットワーク通信において任
意の計算デバイスからアクセス可能とすることを含んでもよい。私的にコンテンツを共有
することは、各ユーザアカウントがそのコンテンツアイテムを入手できるように、コンテ
ンツストレージ１６０のコンテンツアイテムを、２つ以上のユーザアカウントとリンクさ
せることを含んでもよい。共有は、プラットフォーム不可知的態様でなされてもよい。す
なわち、コンテンツは、多様な種類、能力、オペレーティングシステムなどの、複数のク
ライアントデバイス１０２にわたって共有されうる。また、コンテンツは、多様な種類の
ユーザアカウントにわたって共有されてもよい。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、コンテンツ管理システム１０６は、コンテンツストレージ１
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６０における各コンテンツアイテムの位置を特定するコンテンツディレクトリを維持する
ように構成されうる。コンテンツディレクトリは、コンテンツストレージに格納される各
コンテンツアイテムに対して一意のコンテンツエントリを含んでもよい。
【００３８】
　コンテンツエントリは、コンテンツ管理システムにおけるコンテンツアイテムの位置を
特定するために使用されうるコンテンツパスを含んでもよい。例えば、コンテンツパスは
、コンテンツアイテムの名前とコンテンツアイテムに関連するフォルダ階層とを含んでも
よい。例えば、コンテンツパスは、コンテンツアイテムの名前に加えて、そのコンテンツ
アイテムが置かれているフォルダまたはフォルダのパスを含んでもよい。コンテンツ管理
システム１０６は、コンテンツアイテムを適切なフォルダ階層の中で提示するのに、コン
テンツパスを使用しうる。
【００３９】
　コンテンツエントリは、コンテンツストレージ１６０におけるコンテンツアイテムの位
置を特定するコンテンツポインタを含んでもよい。例えば、コンテンツポインタは、メモ
リにおけるコンテンツアイテムの正確なストレージアドレスを含んでもよい。いくつかの
実施形態では、コンテンツポインタは、複数の位置を指してもよく、複数の位置のそれぞ
れはコンテンツアイテムの一部を含む。
【００４０】
　コンテンツエントリは、コンテンツパスおよびコンテンツポインタに加えて、コンテン
ツアイテムを入手することができるユーザアカウントを特定するユーザアカウント識別子
を含んでもよい。いくつかの実施形態では、複数のユーザアカウント識別子は、コンテン
ツアイテムが複数のユーザアカウントによって共有されて入手されうることを示す、単一
のコンテンツエントリに関連付けられてもよい。
【００４１】
　私的にコンテンツアイテムを共有するために、共有モジュール１３０は、コンテンツア
イテムに関連付けられたコンテンツエントリに、ユーザアカウント識別子を追加し、それ
により追加されたユーザアカウントにコンテンツアイテムへのアクセスを与えるように構
成されうる。また、共有モジュール１３０は、ユーザアカウントのコンテンツアイテムへ
のアクセスを制限するために、コンテンツエントリからユーザアカウント識別子を除くよ
うに構成されてもよい。
【００４２】
　公的にコンテンツを共有するために、共有モジュール１３０は、ユニフォームリソース
ロケータ（ＵＲＬ）などの、任意のウェブブラウザが、コンテンツ管理システム１０６の
コンテンツに認証なしでアクセスすることを可能とする、カスタムネットワークアドレス
を生成するよう構成されてもよい。これを達成するために、共有モジュール１３０は、要
求されたコンテンツアイテムを適切に特定して返すために後に使用されうるコンテンツ特
定データを、生成されるＵＲＬに含めるように構成されてもよい。例えば、共有モジュー
ル１３０は、生成されるＵＲＬにユーザアカウント識別子とコンテンツパスとを含めるよ
うに構成されてもよい。ＵＲＬが選択されると、そのＵＲＬに含まれるコンテンツ特定デ
ータは、コンテンツ管理システム１０６に送信されてもよく、コンテンツ管理システム１
０６は、適切なコンテンツエントリを特定してそのコンテンツエントリに関連付けられた
コンテンツアイテムを返すのに、受信したコンテンツ特定データを使用することができる
。
【００４３】
　ＵＲＬを生成することに加えて、共有モジュール１３０は、コンテンツアイテムへのＵ
ＲＬが作成されたことを記録するように構成されてもよい。いくつかの実施形態では、コ
ンテンツアイテムに関連付けられたコンテンツエントリは、そのコンテンツアイテムへの
ＵＲＬが作成されたかを示すＵＲＬフラグを含んでもよい。例えば、ＵＲＬフラグは、コ
ンテンツアイテムへのＵＲＬが作成されていないことを示すために初期的に０またはｆａ
ｌｓｅに設定されるブール値であってもよい。共有モジュール１３０は、コンテンツアイ
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テムへのＵＲＬを生成した後は、フラグの値を１またはｔｒｕｅに変更するように構成さ
れうる。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、共有モジュール１３０は、生成されたＵＲＬを無効化するよ
うに構成されてもよい。例えば、各コンテンツエントリは、要求に応じて、生成されたＵ
ＲＬからコンテンツが返されるべきかを示すＵＲＬアクティブフラグを含んでもよい。例
えば、共有モジュール１３０は、ＵＲＬアクティブフラグが１またはｔｒｕｅに設定され
ている場合に、生成されたリンクによって要求されるコンテンツアイテムを返すだけとす
るように構成されてもよい。したがって、ＵＲＬが生成されているコンテンツアイテムへ
のアクセスは、ＵＲＬアクティブフラグの値を変更することによって、容易に制限されう
る。これにより、ユーザは、コンテンツアイテムを移動したり、生成されたＵＲＬを削除
したりする必要なく、共有コンテンツアイテムへのアクセスを制限することができる。同
様に、共有モジュール１３０は、再度、ＵＲＬアクティブフラグの値を１またはｔｒｕｅ
に変えることにより、ＵＲＬを再度有効化してもよい。したがって、ユーザは、新たなＵ
ＲＬを生成する必要なしに、コンテンツアイテムへのアクセスを容易に復活させることが
できる。
【００４５】
　コンテンツ管理システム１０６は、ワークスペースサーバ１３６を含みうる。ワークス
ペースサーバ１３６は、共有フォルダに裏付けられたワークスペースを管理するように構
成されうる。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、ワークスペースに関するメッセー
ジとコンテンツアイテムとを受信し、そのワークスペースに関連付けられた共有フォルダ
に、そのメッセージとコンテンツアイテムとを格納することができる。ワークスペースサ
ーバ１３６は、ユーザがワークスペースと相互作用することを可能とするグラフィカルユ
ーザインタフェースをクライアントデバイス１０２が生成して表示することができるよう
に、ワークスペース共有フォルダを監視し、その共有フォルダの現在の状態を説明する状
態情報（例えばメッセージ、コンテンツなど）をクライアントデバイス１０２へ送ること
ができる。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、ユーザクライアントデバイス１０２
で動作中のブラウザに対して、ブラウザベースのワークスペースグラフィカルユーザイン
タフェース（例えばウェブページ、ウェブアプリケーションなど）を提供することができ
るウェブサーバでありうる。ワークスペースサーバ１３６は、ワークスペースの状態とそ
のワークスペースに関連付けられた共有フォルダ内のコンテンツとの少なくともいずれか
を表すグラフィカルユーザインタフェースを（例えばブラウザではない）ワークスペース
のクライアントアプリケーションが生成することができるように、共有フォルダの状態情
報を、そのワークスペースのクライアントアプリケーションへと配信するサーバであって
もよい。以下、ワークスペースサーバ１３６の様々な機能について、詳細に説明する。
【００４６】
　コンテンツ管理システム１０６が特定のコンポーネントを有して提示されるが、当業者
は、システム１０６の構造上の構成が単に一つの可能性のある構成であること、及び、よ
り多くの又はより少ないコンポーネントを有する他の構成も可能であることを理解すべき
である。
【００４７】
　図２は、共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペースを提供するための例示のシス
テム２００のブロック図である。例えば、システム２００は、上述のシステム１００に対
応しうる。クライアントデバイス２１０（例えば１０２i）のユーザは、コンテンツ管理
システム１０６で、アカウントを作成することができる。ユーザは、クライアントデバイ
ス２１０上に、コンテンツ管理システム１０６に関連付けられた共有フォルダ２１４を作
成することができる。共有フォルダ２１４がクライアントデバイス２１０上に作成される
場合、対応する共有フォルダ２３４が、コンテンツ管理システム１０６のサーバデバイス
２３０上に作成されうる。クライアントデバイス２１０のユーザは、クライアントデバイ
ス２４０（例えば１０２j）のユーザと、共有フォルダ２１４を共有することができる。
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共有フォルダ２１４がクライアントデバイス２４０のユーザと共有されると、対応する共
有フォルダ２４４が、クライアントデバイス２４０上に作成されうる。上述のように、コ
ンテンツ管理システム１０６は、共有フォルダ（例えば共有フォルダ２４４）のうちの１
つにおいて追加され、変更され、削除されたコンテンツアイテムが、他のデバイスの対応
する共有フォルダ（例えば共有フォルダ２１４、２３４）において対応して追加され、変
更され又は削除されるように、共有フォルダ２１４、２３４及び２４４を同期させること
ができる。
【００４８】
　いくつかの実装において、ワークスペースサーバ１３６は、共有フォルダ２３４に基づ
いてワークスペースを生成しうる。例えば、クライアントデバイス２４０のユーザは、上
述のように、コンテンツ管理システム１０６へのウェブブラウザインタフェースを通じて
、共有フォルダ２３４のコンテンツを見ることができる。ユーザは、クライアントデバイ
ス２４０に表示されたブラウザインタフェースにおいて共有フォルダ２３４のコンテンツ
を見ている間に、ウェブブラウザインタフェースに現在表示されている共有フォルダ２３
４に基づいてワークスペースサーバ１３６にワークスペースを生成させるために、入力（
例えばボタンまたはリンクなどのグラフィカルエレメントの選択）を提供することができ
る。例えば、クライアントデバイス２４０のウェブブラウザは、共有フォルダ２３４に基
づいてワークスペースを生成することを要求するメッセージを、ネットワーク１０４を通
じてワークスペースサーバ１３６へと送信することができる。ワークスペースサーバ１３
６は、クライアントデバイス２４０がワークスペースのグラフィカルユーザインタフェー
ス２４２（例えばＷＳ　ＧＵＩ２４２）を生成して表示することができるように、共有フ
ォルダ２３４に基づいてワークスペースを生成して、クライアントデバイス２４０へ、ワ
ークスペース状態情報を送信することができる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ２４２は、ワーク
スペースサーバ１３６によって生成され、クライアントデバイス２４０上で動作するウェ
ブブラウザに提供されるウェブページでありうる。ＷＳ　ＧＵＩ２４２は、クライアント
デバイス２４０上で動作するネイティブのワークスペースクライアントアプリケーション
のグラフィカルユーザインタフェースであってもよい。同様に、クライアントデバイス２
１０のユーザは、共有フォルダ２３４に基づいてワークスペースを要求してもよく、ワー
クスペースサーバ１３６は、クライアントデバイス２１０が、クライアントデバイス２１
０におけるワークスペースのグラフィカルユーザインタフェース２１２を生成して表示す
ることができるように、クライアントデバイス２１０へ、ワークスペース状態情報を送信
することができる。
【００４９】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ２１２（又はＷＳ　ＧＵＩ２４２）は、ワーク
スペースサーバ１３６を通じて共有フォルダ２３４を見ること、及び、相互作用すること
ができる。例えば、ユーザは、ＷＳ　ＧＵＩ２１２に、共有フォルダ２３４に格納された
コンテンツアイテムのプレビュー画像（例えばコンテンツの表現）をワークスペースサー
バ１３６から要求させるための入力を、ＷＳ　ＧＵＩ２１２へ与えることができる。ワー
クスペースサーバ１３６は、ＷＳ　ＧＵＩ２１２がクライアントデバイス２１０のディス
プレイ上にコンテンツアイテムのプレビューイメージを表示することができるように、プ
レビュー画像をＷＳ　ＧＵＩ２１２へ配信することができる。いくつかの実装において、
ＷＳ　ＧＵＩ２１２は、クライアントデバイス２１０に存在する対応の共有フォルダ２１
４に直接アクセスすることにより、共有フォルダ２３４と相互作用することができる。例
えば、共有フォルダ２１４は共有フォルダ２３４と同期しているため、ＷＳ　ＧＵＩ２１
２のユーザは、共有フォルダ２１４を、共有フォルダ２３４であるかのように、見ること
、及び操作することができる。例えば、ワークスペースサーバ１３６から共有フォルダ２
３４におけるコンテンツアイテムのプレビュー画像を要求するのに代えて、ＷＳ　ＧＵＩ
２１２は、共有フォルダ２１４にローカルに格納されたコンテンツアイテムのコピーにア
クセスすることができる。このように、ＷＳ　ＧＵＩ２１２がワークスペースと相互作用
するときにローカルの共有フォルダ２１４にアクセスするときもあれば、ＷＳ　ＧＵＩ２
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１２がワークスペースに関連付けられた（例えば共有フォルダ２３４に関連付けられた）
コンテンツ又は状態情報をワークスペースサーバ１３６から要求することもあるだろう。
【００５０】
　図３は、例示のワークスペースのグラフィカルユーザインタフェース３００を示してい
る。例えば、ワークスペースのグラフィカルユーザインタフェース３００（例えば、ＷＳ
　ＧＵＩ３００）は、図２のＷＳ　ＧＵＩ２１２とＷＳ　ＧＵＩ２４２との少なくともい
ずれかに対応することができる。ＷＳ　ＧＵＩ３００は、クライアントデバイス１０２i

のブラウザアプリケーションに表示されるウェブページでありうる。ＷＳ　ＧＵＩ３００
は、クライアントデバイス１０２上で動作するネイティブのソフトウェアアプリケーショ
ンによって生成されるグラフィカルユーザインタフェースであってもよい。
【００５１】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、新しいワークスペースを作成するた
めの選択可能なグラフィック要素２０２を含むことができる。例えば、ユーザは、ＷＳ　
ＧＵＩ３００（例えばブラウザ、又はネイティブのアプリケーション）に、新しいワーク
スペースを生成することを要求するメッセージをワークスペースサーバ１３６へ送信させ
るために、グラフィック要素３０２（例えばボタン、リンク等）を選択することができる
。ユーザは、新しいワークスペースのための名前と、そのワークスペースのための電子メ
ールアドレス（例えばメーリングリスト、グループ電子メールアドレスなど）を、（例え
ば不図示のグラフィカルユーザインタフェースを通じて）特定することができる。ワーク
スペースサーバ１３６へのメッセージは、その特定した名前と電子メールアドレスとを含
むことができる。メッセージを受信すると、ワークスペースサーバ１３６は、そのワーク
スペースのための共有フォルダ（例えば共有フォルダ２３４）と、そのワークスペースの
ための電子メールアカウント（例えばメールリスト）を生成することができる。ワークス
ペースサーバ１３６は、そのユーザへの表示のためのＷＳ　ＧＵＩ３００へ、ワークスペ
ース（例えば共有フォルダ）の状態情報を送信することができる。例えば、ワークスペー
スの状態情報は、とりわけ、ワークスペースのメンバについての情報（例えば、メンバプ
ロファイル、オンライン状況など）と、共有フォルダ内のコンテンツアイテムと、ワーク
スペースのメンバによって生成されたメッセージと、の少なくともいずれかを含むことが
できる。
【００５２】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ユーザが属するワークスペース３０
４のリストを含むことができる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００のユーザは、複数のワーク
スペース３０４（例えば、Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ、Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ、Ｓｏｃｉａｌ
など）のメンバでありうる。ユーザは、ワークスペース３０４のうちの１つを選択するこ
とにより、選択されたワークスペースについての状態情報を見ることができる。例示のＷ
Ｓ　ＧＵＩ３００において、ユーザは、「Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ」ワークスペースを選
択している。したがって、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、現在、Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇワーク
スペースについての状態情報を提示する。ＷＳ　ＧＵＩ３００上にリストアップされたワ
ークスペース３０４は、ワークスペースの状態が変更されたときに、ユーザに通知するた
めのインジケータを含むことができる。例えば、「Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ」ワークスペース
は、そのワークスペース内で何らかの変更があったことを示す、ワークスペースの名前の
左側の点を有する。例えば、変更は、そのワークスペースに関連付けられた（例えば対応
するワークスペースの共有フォルダにおける）コンテンツアイテムが、追加され、修正さ
れ、又は削除されたことでありうる。変更は、例えば、新しいメッセージがそのワークス
ペースにおいて受信されたことでありうる。
【００５３】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、表示されたワークスペースのメンバ
を特定することができる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペースのメンバとそ
のワークスペースに関連付けられた共有フォルダを利用できるユーザとの少なくともいず
れかの、表示と識別の少なくともいずれかを行うグラフィック要素３０６を含むことがで
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きる。例えば、各グラフィック要素３０６は、ワークスペースの対応するメンバを表示す
る画像を提示することができる。ＷＳ　ＧＵＩ３００のユーザは、ワークスペースの対応
するメンバについての情報を見るために、グラフィック要素３０６を選択することができ
る。例えば、選択されたグラフィック要素３０６に関連付けられたユーザに対応するユー
ザプロファイル（例えば名前、連絡先情報、オンライン状況など）を表示するグラフィッ
ク要素３０６の１つの選択に応答して、グラフィカルユーザインタフェースが表示されう
る。グラフィック要素３０６は、グラフィック要素３０６に対応するメンバがオンライン
であることを示すオンライン状況インジケータ（例えば緑のドット、ハイライトなど）を
含むことができる。例えば、メンバがオンラインであるときに、グラフィック要素３０６
は、そのオンライン状況インジケータを表示するだろう。メンバがオフラインであるとき
には、グラフィック要素３０６は、そのオンライン状況インジケータを表示しないだろう
。
【００５４】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペースにメンバを追加する
ためのグラフィック要素３０８を含みうる。例えば、ユーザは、グラフィック要素３０８
を選択して、ＷＳ　ＧＵＩ３００に、ワークスペースと、ワークスペースに関連付けられ
た共有フォルダとの少なくともいずれかに新しいメンバを追加するためのグラフィックユ
ーザインタフェースを提示させることができる。ユーザは、その新しいメンバに関連付け
られた、その新しいメンバの名前と、電子メールアドレスと、電話番号と、他のデータ（
例えば会社、部署、プロジェクトなど）との少なくともいずれかを入力することができる
。ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペースサーバ１３６に対して、新しいメンバの情報を
送信することができる。ワークスペースサーバ１３６は、ワークスペースに新しいメンバ
を追加し、その新しいメンバと、ワークスペースに関連付けられた共有フォルダを共有す
ることができる。ワークスペースサーバ１３６は、ワークスペースのための電子メールの
メーリングリストに新しいメンバを追加することができる。
【００５５】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、表示されたワークスペースの共有フ
ォルダ内に格納されているコンテンツアイテムを提示することができる。例えば、ＷＳ　
ＧＵＩ３００は、「Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ」ワークスペースに対応する共有フォルダ２
３４内に格納されたコンテンツアイテムを表現する、グラフィック要素３１０を提示する
ことができる。ユーザは、後に詳細に説明するように、グラフィック要素３１０を選択し
て、選択されたグラフィック要素３１０に対応する、コンテンツアイテムとメッセージと
の少なくともいずれかを見ることができる。いくつかの実装において、提示されたグラフ
ィック要素３１０は、共有フォルダ内のコンテンツアイテムの全てを提示することができ
る。いくつかの実施形態では、グラフィック要素３１０は、個別のコンテンツアイテムに
関連付けられた使用状況に基づいて選択されたコンテンツアイテムを提示することができ
る。例えば、提示されたグラフィック要素３１０は、直近にアクセスされた方から５つの
コンテンツアイテムを表すことができる。提示されたグラフィック要素３１０は、もっと
も頻繁にアクセスされる方から１０個のコンテンツアイテムを表すことができる。提示さ
れたグラフィック要素３１０は、最も多くのワークスペースのメンバによってアクセスさ
れたコンテンツアイテムの上位６個を表すことができる。
【００５６】
　いくつかの実装において、グラフィック要素３１０は、ワークスペースに対応する共有
フォルダ内の、１つ以上のブックマークされたコンテンツアイテムの表示を含みうる。例
えば、あるコンテンツアイテムは、他より重要（例えば、より頻繁にアクセスされる、ワ
ークスペースのメンバに対して必読の文書であるなど）でありうる。ユーザは、フラグが
立てられた、ブックマークされた、又は、ＷＳ　ＧＵＩ３００上に提示されたグラフィッ
ク要素３１０のリストの先頭に固定されたコンテンツアイテムを有するようなコンテンツ
アイテムを、重要なコンテンツアイテムとして指定することができる。ワークスペースサ
ーバ１３６は、様々なファクタに基づいて、重要なコンテンツアイテムとして、コンテン
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ツアイテムを自動で指定することができる。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、ど
のコンテンツアイテムが、最も頻繁にアクセスされているか、又はワークスペースの最も
多くのメンバによってアクセスされているかを判定し、自動で、その（それらの）コンテ
ンツアイテムを重要なコンテンツアイテムとして指定することができる。重要なコンテン
ツアイテムは、ＷＳ　ＧＵＩ３００を通じて、常に容易にその重要なコンテンツアイテム
へアクセス可能とするために、グラフィック要素３１０のリストの先頭に固定されうる。
ブックマークされたコンテンツアイテムは、ワークスペースの各メンバに対して同一であ
りうる。例えば、全てのワークスペースのメンバは、各メンバがＷＳ　ＧＵＩ３００を立
ち上げたときに、同一のブックマークされたコンテンツアイテムを見るだろう。重要なコ
ンテンツアイテムは、グラフィックインジケータ３１４（例えば、フラグ、ピン、ブック
マークなど）と関連付けられうる。
【００５７】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペースに新しいコンテンツ
アイテムを追加するためのグラフィック要素３１２を含みうる。例えば、ユーザは、表示
されたワークスペースに対応する共有フォルダ２３４に新しいフォルダを追加するための
、グラフィック要素３１２を選択することができる。ユーザは、ワークスペースに新しい
コンテンツアイテム（例えば、ファイル、メディアアイテム等）を追加するために、グラ
フィック要素３１２を選択することができる。グラフィック要素３１２の選択に応じて、
ユーザのクライアントデバイス２１０のファイルシステム内の既存のコンテンツアイテム
を、ワークスペースへ含めるための選択をユーザに促すように、グラフィカルユーザイン
タフェースが提示されうる。ユーザは、ユーザのクライアントデバイス２１０上の既存の
コンテンツアイテムを選択して、ワークスペースに対応するローカル共有フォルダ２１４
にそのコンテンツアイテムが格納されるようにすることができる。ＷＳ　ＧＵＩ３００は
、新しいコンテンツアイテムが共有フォルダ２１４に追加されたことを示すメッセージを
ワークスペースサーバ１３６へ送信し、共有フォルダ２１４内のその新しいコンテンツア
イテムを対応する共有フォルダ２３４及び２４４と同期させることができる。このように
、クライアントデバイス２４０上のＷＳ　ＧＵＩ２４２は、ワークスペース内の新しいコ
ンテンツを表示するように更新されうる。
【００５８】
　グラフィック要素３１２の選択に応じて、ワークペースにおいて新しいコンテンツアイ
テムを作成することをユーザに促すように、グラフィカルユーザインタフェースが提示さ
れうる。ユーザは、コンテンツアイテムの種類と、そのコンテンツアイテムのための名前
を選択することができる。ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペースサーバ１３６に対して
、コンテンツアイテムの種類と名前を送信することができる。ワークスペースサーバ１３
６は、さらに後述するように、特定された種類の、そして、特定された名前を有するコン
テンツアイテムを生成し、その新しいコンテンツアイテムをワークスペースに関連付けら
れた共有フォルダ２３４に格納することができる。
【００５９】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、メッセージストリーム３１６を含む
ことができる。例えば、メッセージストリーム３１６は、電子メール、チャット、テキス
トメッセージ、コンテンツアイテムについてのコメント、コンテンツアイテム内のコメン
ト、及びワークスペースの状態の更新などの、様々なソースから生成されるメッセージを
含むことができる。例えば、上述のように、ユーザがワークスペースにコンテンツアイテ
ムを追加するとき、そのコンテンツアイテムが追加されたことを示すメッセージがメッセ
ージストリーム３１６に追加されうる。メッセージストリーム内の各メッセージは、その
メッセージを生成したワークスペースのメンバーを特定し、いつそのメッセージが生成さ
れたか及び誰がそのメッセージを見たかをを示すｋとができる。例えば、ワークスペース
メッセージは、何人のワークスペースのメンバーがそのメッセージを見たかを示すことが
できる。ワークスペースメッセージは、どのメンバーがそのメッセージを見たかを特定す
ることができる。
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【００６０】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００のユーザは、メッセージをグラフィック
要素３１８に入力すること（例えばタイプすること、貼り付けること、口述することなど
）により、新しいメッセージを生成することができる。ユーザがメッセージを作るのを終
えたことを示す入力を与えたこと（例えば、リターンボタンを選択したこと、送信ボタン
を選択したことなど）に応じて、メッセージは、メッセージストリーム３１６へ追加され
うる。いくつかの実装では、新しいメッセージは、ユーザがメッセージストリーム３１６
の先頭へと向かって読むとメッセージがだんだんと古くなるように、メッセージストリー
ム３１６の最後に追加される。例えば、メッセージストリーム３１６は、新しいメッセー
ジが最後部に貼られ、新しいメッセージが追加されるとより古いメッセージがスクロール
アップする、典型的なチャットユーザインタフェースのように振る舞いうる。
【００６１】
　いくつかの実装では、ＷＳ　ＧＵＩ３００のユーザは、グラフィック要素３２０を選択
することにより、メッセージストリーム３１６に、コンテンツアイテムを追加することが
できる。例えば、ユーザは、グラフィック要素３１８を用いてメッセージを作り、グラフ
ィック要素３２０を選択することにより、メッセージに対してコンテンツアイテムを付加
することができる。グラフィック要素３２０の選択に応じて、クライアントデバイスのロ
ーカルファイルシステムから、ワークスペースに関連付けられた共有フォルダから、又は
ネットワークリソース（例えばインターネット）から、の少なくともいずれかからユーザ
がコンテンツアイテムを選択することを可能とする、ファイルブラウザインタフェースが
提示されうる。作られたメッセージがメッセージストリーム３１６に表示されるとき、そ
の選択されたコンテンツアイテムへのリンクと、選択されたコンテンツアイテムの表示３
１７とが、メッセージ内に表示されうる。例えば、表示３１７は、リンクされたコンテン
ツアイテムのプレビュー画像でありうる。プレビュー画像は、ライブでありうる。例えば
、プレビュー画像は、リンクされたコンテンツが変化した又は更新された場合に、更新さ
れうる。リンクされたコンテンツが共有フォルダ内のコンテンツアイテムである場合、プ
レビュー画像は、コンテンツアイテムにおける変更を反映するように更新されうる。リン
クされたコンテンツがウェブページ又は他のウェブコンテンツである場合、プレビュー画
像は、そのウェブページまたはウェブコンテンツの現在の状態を反映するように更新され
うる。コンテンツアイテムが、すでに、ワークスペースに関連付けられた共有フォルダ内
にない場合、選択されたコンテンツアイテムは、ローカル共有フォルダ（例えばクライア
ントデバイス２１０内の共有フォルダ２１４）内にコピーされてもよく、ＷＳ　ＧＵＩ３
００は、上述のように、ワークスペースの各メンバーが、メッセージストリーム３１６に
表示された新しいメッセージにおいて、反映されるコンテンツアイテムにアクセスするこ
とができるように、新しく追加されたコンテンツアイテムの、共有フォルダ２３４及び２
４４との同期を（例えばほぼすぐに）トリガすることができる。リンクがネットワークコ
ンテンツ（例えばインターネットのウェブページ）に関連付けられている場合、リンクは
、ワークスペース共有フォルダの「リンク」フォルダ内に格納されうる。
【００６２】
　いくつかの実装において、メッセージストリーム３１６は、個人用のメッセージを含み
うる。例えば、メッセージ３２４は、メンバー「Ｂｏｂ」からの個人用のメッセージであ
る。メッセージ３２４は、そのメッセージを生成したメンバー、そのメッセージが生成さ
れた時刻、何人の他のメンバーがそのメッセージを見たか、及び、メッセージコンテンツ
（例えば、「something smart about engineering」）を示し得る。
【００６３】
　いくつかの実装において、メッセージストリーム３１６は、メッセージスレッド３２６
を含みうる。例えば、メッセージスレッドは、メッセージストリーム内の一群の関連する
メッセージである。メッセージスレッドは、通常、１人のメンバが他のユーザによって生
成されたメッセージへ変身するときに生成される。例えば、メッセージスレッド３２６に
おいて、Ｆｒｅｄが、コンテンツアイテム「media.mp4」を含むメッセージストリーム３
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１６にメッセージを投稿した。Ｂｏｂは、Ｆｒｅｄのメッセージに返信し、それにより、
メッセージスレッド３２６が作成される。例えば、Ｂｏｂのように、メンバーＤａｖｅが
、Ｆｒｅｄのメッセージに関連付けられた「Ｒｅｐｌｙ」グラフィック要素３３０を選択
して、メッセージスレッド３２６へメッセージを追加するためのメッセージスレッド３２
６におけるグラフィック要素３３２に返信メッセージを入力することにより、Ｆｒｅｄの
メッセージに返信する。メッセージスレッドは、例えば、メッセージスレッドにおけるメ
ッセージにつながる線３２８により、メッセージストリーム３１６内で識別されうる。
【００６４】
　いくつかの実装において、メッセージストリーム３１６は、同一のグラフィカルユーザ
インタフェースにおいて、チャットの様式とスレッド化されたメッセージの様式とを組み
合わせることができる。例えば、メンバーが（例えばグラフィック要素３１８を用いて）
個人用メッセージを生成するとき、メッセージストリーム３１６は、新しいメッセージが
メッセージストリーム３１６の最後に提示され、古いメッセージがスクロールアップされ
る、典型的なチャットユーザインタフェースのように振る舞いうる。その一方で、ユーザ
が既存のメッセージ又は既存のメッセージスレッド（例えばメッセージスレッド３２６）
と相互作用する（例えばカーソル又はポインタを乗せる、返信を作成する、何らかのアク
ティブ又はパッシブな入力を与える、など）とき、メッセージストリーム３１６は、ユー
ザが既存のメッセージ又はメッセージスレッドと相互作用している間は、上方へのスクロ
ールする振る舞いを停止するだろう。このように、ユーザがメッセージ又はメッセージス
レッドへ変身を作成している間は、メッセージストリーム３１６におけるメッセージは、
所定位置にとどまる（例えばフリーズする）だろう。ユーザがメッセージ又はメッセージ
スレッドと相互作用しなくなると、メッセージストリーム３１６は、新しいメッセージが
チャット等の方法で生成される時にスクロールすることを再開することができる。
【００６５】
　いくつかの実装では、ユーザは、メッセージストリーム３１６において表示されたメッ
セージを気に入る場合がある。例えば、ユーザは、ＷＳ　ＧＵＩ３００に提示されたワー
クスペースの別のメンバーによって生成されたメッセージの承認を表すために「Ｌｉｋｅ
」グラフィック要素３３４を選択することができる。メッセージを気に入ったメンバが、
グラフィック要素３３６を用いて表示されうる。
【００６６】
　いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、探索グラフィック要素３３８を含む
ことができる。例えば、ユーザは、探索用語をグラフィック要素３３８へ入力して、ＷＳ
　ＧＵＩ３００に、入力された探索用語に基づく探索を実行させることができる。探索は
、現在のワークスペース内において、探索用語に一致するコンテンツアイテム及びメッセ
ージを探索するワークスペースサーチでありうる。探索は、ユーザのローカルデバイス上
のコンテンツアイテム、メッセージ、電子メール及び他のデータを含みうる。探索は、ユ
ーザによって入力された探索用語と一致するコンテンツを、ワークスペース、ユーザのロ
ーカルデバイス、コンテンツ管理システム１０６、及びネットワークリソース（例えばイ
ンターネット）で探す、グローバルサーチでありうる。探索結果は、グラフィカルユーザ
インタフェース（不図示）上に表示されてもよく、ユーザは、探索結果における項目を選
択してその項目を見ること、又は、現在のワークスペースへその項目を追加することがで
きる。
【００６７】
　図４は、ワークスペースにおいて新しいコンテンツアイテムを作成するための例示のシ
ステム４００のブロック図である。例えば、新しいコンテンツアイテムは、ＷＳ　ＧＵＩ
３００（例えばＷＳ　ＧＵＩ２４２）のグラフィック要素３１２をユーザが選択したこと
に応じて生成されうる。いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ２４２のユーザは、新し
いコンテンツアイテムを生成するために、ＧＵＩ２４２へ入力を与えうる。例えば、コン
テンツアイテムは、とりわけ、ワードプロセッサ文書、集計表、又はプレゼンテーション
文書などの、生産性の項目でありうる。入力を受信したことに応じて、ＷＳ　ＧＵＩ２４
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２は、新しいコンテンツを生成してその名前を与えるために、コンテンツアイテムの種類
を選択することをユーザに依頼するプロンプトを表示しうる。ユーザがコンテンツアイテ
ムの種類とそのコンテンツアイテムのための名前を特定すると、ＷＳ　ＧＵＩ２４２は、
ワークスペースサーバ１３６へ、コンテンツアイテムの種類と特定された名前を送信しう
る。ワークスペースサーバ１３６は、コンテンツアイテムの種類と特定された名前とを受
信すると、そのコンテンツアイテムの種類に対応するコンテンツテンプレート４０２を選
択しうる（例えば、コンテンツアイテムの種類がワードプロセシング文書である場合、ワ
ードプロセッシングテンプレートが選択されうる）。ワークスペースサーバ１３６は、新
しいコンテンツアイテム４０４を生成するために、選択されたコンテンツテンプレート４
０２をコピーし、特定された名前に応じてコンテンツテンプレートをリネームすることが
できる。ワークスペースサーバ１３６は、共有フォルダ２３４に、新しいコンテンツアイ
テム４０４を格納しうる。新しいコンテンツアイテム４０４を共有フォルダ２３４に格納
すると、ワークスペースサーバ１３６は、新しいコンテンツアイテム４０４を直ちに（ほ
ぼすぐに）クライアントデバイス２４０の対応する共有フォルダ２４４と同期することが
できるように、共有フォルダ２３４の、クライアントデバイス２４０上の共有フォルダ２
４４との同期をトリガしうる。同期は、新しいコンテンツアイテム４０４をクライアント
デバイス２４０（及び他のワークスペースのメンバのクライアントデバイス）へ送信させ
、共有フォルダ２４４に格納させるだろう。新しいコンテンツアイテム４０４が共有フォ
ルダ２３４と共有フォルダ２４４との少なくともいずれかに格納されると、ワークスペー
スサーバ１３６は、新しいコンテンツアイテム４０４が閲覧と編集との少なくともいずれ
かに利用可能であることをＷＳ　ＧＵＩ２４２へ通知しうる。
【００６８】
　いくつかの実装では、ユーザは、ウェブブラウザを通じて、新しいコンテンツアイテム
４０４を見ることができる。例えば、サーバデバイス２３０の共有フォルダ２３４におい
て新しいコンテンツアイテム４０４が利用可能であることがＷＳ　ＧＵＩ２４２に通知さ
れると、ＷＳ　ＧＵＩ２４２は、ブラウザインタフェースにおいて、新しいコンテンツア
イテム４０４を提示することができる。
【００６９】
　いくつかの実装では、ユーザは、クライアントデバイス２４０上のネイティブアプリケ
ーションにおいて、新しいコンテンツアイテム４０４を見ることができる。例えば、クラ
イアントデバイス２４０の共有フォルダ２４４において新しいコンテンツアイテム４０４
が利用可能であることがＷＳ　ＧＵＩ２４２に通知されると、ＷＳ　ＧＵＩ２４２は、ユ
ーザに、どのように新しいコンテンツアイテム４０４を表示すべきか（例えば、ブラウザ
において、又はネイティブアプリケーション４０６において）を特定する入力を促し得る
。いくつかの実装では、ユーザは、新しいコンテンツアイテム４０４を表示するためのネ
イティブアプリケーション４０６を特定することができる。例えば、新しいコンテンツア
イテム４０４がワードプロセッシング文書である場合、ネイティブアプリケーション４０
６は、クライアントデバイス２４０にインストールされ、クライアントデバイス２４０上
でワードプロセッシング文書の提示と編集とに適したワードプロセッシングアプリケーシ
ョンでありうる。このように、ユーザは、クライアントデバイス２４０上でローカルに実
行するネイティブアプリケーションを用いて、新しいコンテンツアイテム４０４を閲覧及
び編集することができる。同様に、ユーザがＷＳ　ＧＵＩ３００上のグラフィック要素３
１０によって表されるコンテンツアイテムを選択するときに、ユーザには、ウェブブラウ
ザにおいて、又はネイティブアプリケーションにおいて、選択されたコンテンツアイテム
を開くためのオプションが与えられうる。
【００７０】
　図５は、ワークスペースにおいて新しいコンテンツアイテムを生成するための例示のク
ライアント処理５００のフロー図である。ステップ５０２において、クライアントデバイ
ス２４０は、ワークスペースのグラフィカルユーザインタフェース３００を表示しうる。
例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００（すなわち、ＷＳ　ＧＵＩ２４２）は、ワークスペースにお
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いて新しいコンテンツアイテムを生成するためのグラフィック要素３１２を提示すること
ができる。
【００７１】
　ステップ５０４において、クライアントデバイス２４０は、新しいコンテンツアイテム
を生成するためのユーザ入力を受信しうる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、グラフィッ
ク要素３１２を選択するユーザ入力を受信しうる。グラフィック要素３１２のユーザ選択
に応じて、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ユーザがコンテンツアイテムの種類を選択して新しい
コンテンツアイテムの名前を特定することを要求するプロンプトを提示しうる。ＷＳ　Ｇ
ＵＩ３００は、コンテンツアイテムの種類と新しいコンテンツアイテムのための名前を特
定するユーザ入力を受信することができる。
【００７２】
　ステップ５０６において、クライアントデバイス２４０は、ワークスペースサーバ１３
６へ、新しいコンテンツアイテムの要求を送ることができる。例えば、クライアントデバ
イス２４０は、ワークスペースサーバ１３６へ、ユーザが特定したコンテンツアイテムの
種類と名前を送信することができる。
【００７３】
　ステップ５０８において、クライアントデバイス２４０は、クライアントデバイス２４
０のローカル共有フォルダ２４４において新しいコンテンツアイテムを受信することがで
きる。例えば、コンテンツ管理システム１０６は、上述のように、クライアントデバイス
２４０の共有フォルダ２４４を、サーバデバイス２３０の共有フォルダ２３４に同期させ
て、新しいコンテンツアイテムをサーバデバイス２３０からクライアントデバイス２４０
へ配信することができる。
【００７４】
　ステップ５１０において、クライアントデバイス２４０は、新しいコンテンツアイテム
がワークスペースにおける閲覧に利用可能であることを示す通知を受信しうる。例えば、
ＷＳ　ＧＵＩ３００は、新しいコンテンツアイテムがワークスペースの共有フォルダ２３
４において利用可能であることの通知をワークスペースサーバ１３６から受信しうる。　
ＷＳ　ＧＵＩ３００は、新しいコンテンツアイテムがクライアントデバイス２４０の共有
フォルダ２４４と同期したことの通知を、ワークスペースサーバ１３６から受信しうる。
代わりに、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ローカル共有フォルダ２４４における新しいコンテン
ツアイテムの存在を検出することができる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、新しいコン
テンツアイテムの追加などの変化について、共有フォルダ２４４を監視することができる
。
【００７５】
　ステップ５１２において、クライアントデバイス２４０は、新しいコンテンツアイテム
のプレビュー画像又はネイティブアプリケーション表現を選択するユーザ入力を受信しう
る。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００が新しいコンテンツアイテムがワークスペースにおいて
利用可能であることの通知を受信すると、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ユーザに対して、ユー
ザがどのように新しいコンテンツアイテムを閲覧したいかを問い合わせるプロンプトを提
示しうる。プロンプトは、新しいコンテつアイテムのプレビュー画像を見るため、又は、
クライアントデバイス２４０のネイティブアプリケーションで新しいコンテンツアイテム
を開いて見るためのオプションを提示しうる。
【００７６】
　ステップ５１４において、クライアントデバイス２４０は、ユーザの選択に従って、新
しいコンテンツアイテムを提示することができる。例えば、ユーザがプレビュー画像を見
ることを選択した場合、ワークスペースサーバ１３６は、クライアントデバイス２４０に
おいてユーザへ表示するために、共有フォルダ２３４に格納された新しいコンテンツアイ
テムのプレビュー画像をＷＳ　ＧＵＩ３００へ配信しうる。ユーザがネイティブアプリケ
ーションでコンテンツアイテムを見ることを選択した場合、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、クラ
イアントデバイス２４０において新しいコンテンツアイテムの種類に適したネイティブア
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プリケーションを起動しうる。例えば、新しいコンテンツアイテムが集計表である場合、
ＷＳ　ＧＵＩ３００は、クライアントデバイス２４０の共有フォルダ２４４に格納された
新しいコンテンツアイテムを表示するために、クライアントデバイス２４０において表計
算アプリケーションを起動しうる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ユーザがワークスペ
ース内のコンテンツアイテムを開き又は見ることを選択したときはいつでも、プレビュー
画像及びネイティブアプリケーション閲覧オプションをユーザに提示しうる。
【００７７】
　図６は、ワークスペースにおいて新しいコンテンツアイテムを生成するための例示のサ
ーバ処理６００のフロー図である。ステップ６０２において、サーバデバイス２３０は、
新しいコンテンツアイテムに対する要求を受信しうる。例えば、ワークスペースサーバ１
３６は、新しいコンテンツアイテムを作成するための要求をＷＳ　ＧＵＩ３００から受信
しうる。要求は、新しいコンテンツアイテムを生成するためのコンテンツアイテムの種類
と、新しいコンテンツアイテムのための名前を特定しうる。
【００７８】
　ステップ６０４において、サーバデバイス２３０は、既存のコンテンツアイテムテンプ
レートのコピーを生成しうる。例えば、サーバデバイス２３０は、ワークスペースサーバ
１３６によって生成されうるコンテンツアイテムの各種類についてのテンプレートを記憶
することができる。ワークスペースサーバ１３６は、ステップ６０２において受信される
要求におけるコンテンツアイテムの種類に基づいて、どのテンプレートから、新しいコン
テンツアイテムを生成するかを決定することができる。ワークスペースサーバ１３６は、
要求されたコンテンツアイテムの種類に基づいてコンテンツアイテムテンプレートを選択
して、新しいコンテンツアイテムを作るためのコンテンツアイテムテンプレートをコピー
しうる。
【００７９】
　ステップ６０６において、サーバデバイス２３０は、ステップ６０２において受信され
た要求において特定された名前に対応するコンテンツアイテムテンプレートのコピーをリ
ネームしうる。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、ステップ６０２において受信さ
れあｔ要求において特定されたコンテンツアイテムの名前を、新しいコンテンツアイテム
に割り当てることができる。
【００８０】
　ステップ６０８において、サーバデバイス２３０は、サーバデバイス２３０の共有フォ
ルダ２３４にテンプレートのコピーを記憶することができる。例えば、ワークスペースサ
ーバ１３６は、共有フォルダ２３４に、新しいコンテンツアイテムを格納することができ
る。
【００８１】
　ステップ６１０において、サーバデバイス２３０は、サーバデバイス２３０の共有フォ
ルダ２３４と、クライアントデバイス２４０の共有フォルダ２４４との同期をトリガしう
る。例えば、共有フォルダ２３４に新しいコンテンツアイテムを格納させると、ワークス
ペースサーバ１３６は、ワークスペースに関連付けられたクライアントデバイスが新しい
コンテンツアイテムで更新されうるように、共有フォルダ２４４と共有フォルダ２３４と
を同期するように、コンテンツ管理システム１０６に指示する。新しいコンテンツアイテ
ムを作成して格納したことに応じて同期をトリガすることにより、クライアントデバイス
（例えばユーザ）は、新たに生成されたコンテンツアイテムを、ほぼすぐに入手できる。
【００８２】
　ステップ６１２において、サーバデバイス２３０は、新しいコンテンツアイテムが利用
可能であることをクライアントデバイス２４０へ通知しうる。例えば、ワークスペースサ
ーバ１３６は、サーバ２３０の共有フォルダ２３４において新しいコンテンツアイテムが
利用可能であることをＷＳ　ＧＵＩ３００へ通知しうる。クライアントデバイス２４０の
共有フォルダ２４４のサーバデバイス２３０の共有フォルダ２３４との同期に応じて、ワ
ークスペースサーバ１３６は、新しいコンテンツアイテムがクライアントデバイス２４０
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においてローカルに利用可能であることをＷＳ　ＧＵＩ３００へ通知しうる。このように
、クライアントデバイス２４０は、新しいコンテンツアイテムの種類に関連付けられたネ
イティブアプリケーションにおいて、新しいコンテンツアイテムを開いてユーザに対して
表示することができる。
【００８３】
　図７は、共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペース中に電子メールを集約するた
めのシステム７００のブロック図である。例えば、システム７００は、ユーザが、既存の
電子メールシステムを共有フォルダに裏付けられた集約ワークスペースに集約して、ＷＳ
　ＧＵＩ３００のメッセージストリーム３１６におけるワークスペースメッセージとして
、電子メールを提示することを可能とする。
【００８４】
　いくつかの実装において、ワークスペースサーバ１３６は、電子メールメッセージを、
ワークスペースメッセージに変換しうる。例えば、ユーザ（例えばワークスペースのメン
バ）は、例えばＷＳ　ＧＵＩ３００を通じて、ワークスペースサーバ１３６が電子メール
サーバ７１０におけるユーザの電子メールアカウント７１２へアクセスすることを許可す
ることができる。ユーザは、アカウント識別子（例えば電子メールアドレス）及び認証情
報（例えばユーザ名、パスワード）を、ワークスペースサーバ１３６へ提供しうる。ワー
クスペースサーバ１３６は、ユーザの電子メールアカウントへアクセスするためにアカウ
ント識別子及び認証情報を使用しうる。
【００８５】
　いくつかの実装において、ワークスペースサーバ１３６は、どの電子メールがワークス
ペースに関連するかを判定するために、ユーザの電子メールアカウント７１２における電
子メールを解析しうる。例えば、ワークスペースは、上述のように、電子メールのメーリ
ングリスト（例えば、グループのメンバへ電子メールを送信し、グループのメンバからの
電子メールを受信するために用いられうる電子メールアドレス）と関連付けられうる。ワ
ークスペースサーバ１３６は、ユーザの電子メールアカウント７１２におけるどの電子メ
ールがメーリングリストに関連付けられている（例えば、メーリングリストのための電子
メールアドレスへ、またはその電子メールアドレスからアドレス指定されている）かを判
定しうる。ワークスペースサーバ１３６は、メッセージがＷＳ　ＧＵＩ３００に表示され
るように、メーリングリストに関連付けられた電子メールをワークスペースメッセージに
変換して、そのワークスペースメッセージをワークスペースに（例えば共有フォルダ２３
４に）追加しうる。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、電子メールの内容を抽出し
て、電子メールのその内容を、ＷＳ　ＧＵＩ３００における表示のためにのワークスペー
スのメッセージオブジェクトへ挿入しうる。
【００８６】
　いくつかの実装において、ワークスペースサーバ１３６は、電子メールの添付を、共有
フォルダ２３４に格納しうる。例えば、ユーザの電子メールアカウント７１２は、ワーク
スペースのメーリングリストから添付（例えばコンテンツアイテム、メディアファイル等
）を含む電子メールを受信しうる。電子メールサーバ７１０は、クライアントデバイス２
１０のユーザへの表示のために、電子メールクライアント７２０へ、添付７０２を伴う電
子メールを送信しうる。ワークスペースサーバ１３６は、ユーザの電子メールアカウント
７１２から、添付７０２を伴う電子メールを取得しうる。例えば、電子メール７０２がワ
ークスペースのメーリングリストに関連付けられている（例えば、電子メール７０２がメ
ーリングリストから受信された）ため、ワークスペースサーバ１３６は、ユーザの電子メ
ールアカウント７１２から電子メール７０２を取得する。
【００８７】
　ワークスペースサーバ１３６が電子メール７０２を取得すると、ワークスペースサーバ
１３６は、共有フォルダ２３４における電子メールの添付７０４を格納して、電子メール
７０２の内容と、共有フォルダ２３４の電子メールの添付７０４へのリンクを含んだ、ワ
ークスペースメッセージ７０６を生成する。ワークスペースサーバ１３６は、その後、共
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有フォルダ２１４が電子メールの添付７０４のコピーを取得することができるように、共
有フォルダ２３４及び２１４の同期をトリガしうる。ワークスペースサーバ１３６は、メ
ッセージストリーム３１６においてメッセージ及び添付７０４へのリンクが表示されうる
ように、ワークスペースメッセージ７０６をＷＳ　ＧＵＩ２１２へと送信しうる。例えば
、ワークスペースストリーム３１６において表示されるワークスペースメッセージ７０６
は、電子メール７０２のコンテンツ、共有フォルダ２３４に格納された添付７０４へのリ
ンク、及びその添付の埋め込みプレビュー画像を含みうる。いくつかの実装において、電
子メール７０２のコンテンツ（例えばボディ、原文のメッセージ部分）は追跡され、又は
、添付７０４（例えばコンテンツアイテム）におけるコメントとして、添付７０４と関連
付けられうる。後述のように、添付７０４がユーザによって後に開かれて閲覧されるとき
、コメント（例えば電子メールメッセージ）は、ユーザへ提示されうる。
【００８８】
　いくつかの実装において、ワークスペースサーバ１３６は、ワークスペースメッセージ
を、電子メールメッセージに変換しうる。例えば、ユーザは、ＷＳ　ＧＵＩ３００のグラ
フィック要素３１８を用いて新しいワークスペースメッセージを生成して、上述のように
、グラフィック要素３２０を用いてそのメッセージにコンテンツアイテムを追加しうる。
ワークスペースメッセージは、例えば、コンテンツアイテムへのリンクを含みうる。新し
いワークスペースメッセージ７０８は、ＷＳ　ＧＵＩ３００（すなわちＷＳ　ＧＵＩ２１
２）から、ワークスペースサーバ１３６へ送信されうる。ワークスペースサーバ１３６は
、共有フォルダ２１４内のコンテンツアイテムへのリンクを含んだワークスペースメッセ
ージのコンテンツを含む新しい電子メールを生成し、そのワークスペースに関連付けられ
た電子メールのメールリストへ、阿多ｒしい電子メールを送信しうる。ユーザがメールリ
ストに関連付けられているため、コンテンツアイテムへのリンクを伴う新しい電子メール
は、ユーザの電子メールアカウント７１２へ配信され、最終的に電子メールクライアント
７２０へ配信される。
【００８９】
　例えば、電子メールにコンテンツアイテムを添付する代わりに、電子メール内において
リンクを送信することにより、電子メールを格納するのに必要な記憶装置の量が削減され
うる。さらに、ユーザは、大きいファイルを添付するのではなく、共有フォルダにおける
コンテンツアイテムへのリンクを用いる場合、添付サイズの制限について気にする必要が
なくなる。さらに、ユーザは、スタティックな、期限切れのバージョンのコンテンツアイ
テムのみを取得可能であるのに代えて、最新のバージョンのコンテンツアイテムを取得す
るのに、電子メール内のリンクを用いることができる。
【００９０】
　いくつかの実装において、リンクは、ワークスペースのオーナー／管理者／ユーザが、
コンテンツアイテムへのアクセスをより管理することを可能とする。例えば、他者がコン
テンツアイテムを入手可能であることをユーザが望まなくなった場合、ユーザは、リンク
を無効化することができる。ユーザは、リンクについての期限切れの日を特定しうる。ユ
ーザは、特定のユーザ又は特定のクライアントデバイスに対して、リンクへのアクセスを
制限することができる。
【００９１】
　いくつかの実装において、ユーザは、いつワークスペースメッセージから電子メールを
生成するかについてのオプションを特定しうる。例えば、ユーザ（例えばワークスペース
のメンバ）は、そのユーザが最初のワークスペースのメッセ－ジ（例えば個人用のメッセ
ージ又はメッセージスレッドの最初のメッセージ）についての電子メールのみを受信すべ
きことを特定しうる。ユーザは、そのユーザが言及された（例えば＠ｍｅｎｔｉｏｎｅｄ
、＠Ｂｏｂ、＠Ｓｔｅｖｅなど）メッセージについての電子メールのみをそのユーザが受
信すべきであることを、特定しうる。ユーザは、別のワークスペースのメンバがそのユー
ザが発信したワークスペースメッセージを「気に入った（like）」場合のメッセージにつ
いての電子メールのみをそのユーザが受信すべきことを特定しうる。このように、ユーザ
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は、ワークスペースにおける新しいワークスペースメッセージの全てについて生成された
ワークスペースの電子メールによって圧倒されることを避けることができる。
【００９２】
　図８は、電子メールをワークスペースメッセージへ変換するための例示のサーバ処理８
００のフロー図である。ステップ８０２において、サーバデバイス２３０は、ユーザ電子
メールアカウントへアクセスするための認可を受けうる。例えば、ユーザ（例えばワーク
スペースのメンバ）は、ワークスペースサーバ１３６がユーザに関連付けられた電子メー
ルアカウントへアクセスすることを認可するＷＳ　ＧＵＩ３００へ、入力を与えうる。ユ
ーザは、電子メールアカウントについて、その電子メールアカウント（例えば電子メール
アドレス）及び認証情報（例えばユーザ名及びパスワード）を識別する入力を、ＷＳ　Ｇ
ＵＩ３００へ提供しうる。ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペースサーバ１３６に対して
、電子メールアカウント識別子と認証情報とを送信することができる。
【００９３】
　ステップ８０４において、サーバデバイス２３０は、ワークスペースに関連付けられた
電子メールを、ユーザの電子メールアカウントから取得することができる。例えば、ワー
クスペースは、電子メールアドレスを有しうる。電子メールアドレスは、ワークスペース
のメンバからの電子メールの送信及び受信に用いられるメーリングリストのアドレスであ
りうる。ワークスペースサーバ１３６は、ユーザの電子メールアカウントへアクセスする
ために、ユーザによって供給される電子メールアカウント識別子及び認証情報を使用しう
る。ワークスペースサーバ１３６は、どの電子メールがワークスペースの電子メールアド
レスに関連付けられるかを判定するために、ユーザの電子メールアカウントにおける電子
メールを解析しうる。ワークスペースサーバ１３６は、ワークスペースの電子メールアド
レスに関連付けられている電子メールのそれぞれのコピーを取得しうる。
【００９４】
　ステップ８０６において、サーバデバイス２３０は、ワークスペースの共有フォルダに
、電子メールの添付を格納しうる。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、ユーザの電
子メールアカウントから取得される電子メールのどれが添付を有するかを判定しうる。電
子メールが添付を有しない場合、本方法は、ステップ８０８へ進みうる。電子メールが添
付を有する場合、添付は、ワークスペースに関連付けられた共有フォルダに格納されうる
。
【００９５】
　ステップ８０８において、サーバデバイス２３０は、ワークスペースの共有フォルダに
格納されている添付へのリンクを含むワークスペースメッセージを生成しうる。例えば、
ワークスペースサーバ１３６は、電子メールから、その電子メールのボディ（例えば原文
の内容）を抽出し、その電子メールの内容に基づいて、新しいワークスペースメッセージ
を生成しうる。電子メールが添付を有する場合、ワークスペースの共有フォルダに格納さ
れたその添付へのリンクが正壊死されて、新しいワークスペースメッセージへ挿入されう
る。
【００９６】
　ステップ８１０において、サーバデバイス２３０は、サーバの共有フォルダの、クライ
アントデバイスの対応する共有フォルダとの同期をトリガしうる。例えば、ワークスペー
スサーバ１３６は、コンテンツ管理システム１０６へ、ワークスペースにおける共有フォ
ルダ２３４、２４４及び２１４のコンテンツを同期させるためのコマンドを送信しうる。
このように、ワークスペースにおける共有フォルダ２３４、２４４及び２１４のそれぞれ
は、ワークスペースの共有フォルダに格納される電子メールの添付を含むように更新され
うる。
【００９７】
　ステップ８１２において、サーバデバイス２３０は、クライアントデバイス２１０及び
２４０へ、新しいワークスペースメッセージを送信しうる。例えば、ワークスペースサー
バ１３６は、各クライアントデバイスにおけるＷＳ　ＧＵＩ３００へ、（例えば格納され
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た添付へのリンクを伴う）新しいワークスペースメッセージを送信しうる。ＷＳ　ＧＵＩ
３００は、例えば、ワークスペースメッセージと、メッセージストリーム３１６における
格納された添付へのリンクとの少なくともいずれかを表示しうる。ワークスペースメッセ
ージは、上述のように、リンク付けされたコンテンツのライブのプレビュー画像を含みう
る。
【００９８】
　図９は、ワークスペースメッセージを電子メールメッセージへ変換するための例示のク
ライアント処理９００のフロー図である。ステップ９０２において、クライアントデバイ
ス２１０は、ユーザへ、ＷＳ　ＧＵＩ３００（すなわちＷＳ　ＧＵＩ２１２）を提示しう
る。
【００９９】
　ステップ９０４において、クライアントデバイス２１０は、コンテンツへのリンクを伴
う新しいワークスペースメッセージを生成するユーザ入力を受信しうる。例えば、ＷＳ　
ＧＵＩ３００は、図３を参照して上述したように、新しいワークスペースメッセージとコ
ンテンツアイテムへのリンクを生成するためのワークスペースメッセージへのユーザ入力
を受信しうる。
【０１００】
　ステップ９０６において、クライアントデバイス２１０は、クライアントデバイス２１
０の共有フォルダに、リンク付けされたコンテンツ又はリンクをコピーしうる。例えば、
ＷＳ　ＧＵＩ３００は、クライアントデバイス２１０のワークスペースの共有フォルダに
、リンク付けされたコンテンツ又はリンクをコピーしうる。
【０１０１】
　ステップ９０８において、クライアントデバイス２１０は、クライアントデバイス２１
０の共有フォルダ２１４の、サーバデバイス２３０の共有フォルダ２３４との同期をトリ
ガしうる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、共有フォルダ２１４と共有フォルダ２３４と
の同期をトリガするメッセージを、ワークスペースサーバ１３６へと送信しうる。同期要
求を受信すると、ワークスペースサーバ１３６は、コンテンツ管理サーバ１０６に共有フ
ォルダを同期させるためのコマンドを、コンテンツ管理サーバ１０６へ送信しうる。共有
フォルダの同期をトリガすることにより、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、リンク付けされたコン
テンツアイテムが、以下のステップ９１２において生成される電子メールの受信に利用可
能であることを確実にすることができる。
【０１０２】
　ステップ９１０において、クライアントデバイス２１０は、ワークスペースサーバ１３
６へ、ワークスペースメッセージを送ることができる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、
ワークスペースサーバ１３６へ、ワークスペースメッセージを送ることができる。
【０１０３】
　ステップ９１２において、クライアントデバイス２１０は、上述のように、ＷＳ　ＧＵ
Ｉ３００に、ワークスペースメッセージとリンクとを提示することができる。
【０１０４】
　図１０は、ワークスペースメッセージを電子メールへ変換するための例示のサーバ処理
１０００のフロー図である。ステップ１００２において、サーバデバイス２３０は、クラ
イアントデバイス２１０から、コンテンツへのリンクを含んだワークスペースメッセージ
を受信しうる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ３００は、上述のように、ユーザ入力に応じてワー
クスペースメッセージを生成しうる。ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペースサーバ１３
６へ、ワークスペースメッセージを送ることができる。リンクは、コンテンツ管理システ
ム１０６におけるワークスペースに関連付けられた共有フォルダ内のコンテンツアイテム
へのリンクでありうる。リンクは、インターネットのウェブページなどの、外部コンテン
ツへのリンクであってもよい。
【０１０５】
　ステップ１００４において、サーバデバイス２３０は、サーバデバイス２３０の共有フ
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ォルダ２３４と、クライアントデバイス２１０の共有フォルダ２１４との同期をトリガし
うる。例えば、ワークスペースメッセージが共有フォルダ２１４内のコンテンツアイテム
へのリンクを含む場合、ワークスペースサーバは、共有フォルダ２３４にそのリンク付け
されたコンテンツアイテムが存在するかを判定しうる。リンク付けされたコンテンツアイ
テムがサーバデバイス２３０における共有フォルダ２３４に存在しない場合、ワークスペ
ースサーバ１３６は、クライアントデバイス２１０の共有フォルダ２１４に既に格納され
ているリンク付けされたコンテンツアイテムを共有フォルダ２３４が含むこととなるよう
に、共有フォルダ２３４と共有フォルダ２１４の同期をトリガしうる。いくつかの実装で
は、処理９００のステップ９０８と処理１０００のステップ１００４のいずれかが実行さ
れる。ステップ９０８とステップ１００４は、共に、コンテンツにリンクするワークスペ
ースメッセージが電子メールに変換されるべきときに、共有フォルダを同期するために提
供される。その一方で、ステップ９０８及び１００４の１つのみが、リンク付けされたコ
ンテンツがサーバデバイス２３０の共有フォルダ２３４（及び他のクライアントデバイス
の他の共有フォルダ）において利用可能であることを確実にするために必要である。
【０１０６】
　ステップ１００６において、サーバデバイス２３０は、ワークスペースメッセージのコ
ンテンツ及びリンクを含んだ電子メールを生成しうる。例えば、ワークスペースサーバ１
３６は、ワークスペースメッセージの内容とリンク付けされたコンテンツへのリンクとを
含んだ電子メールを生成しうる。
【０１０７】
　ステップ１００８において、サーバデバイス２３０は、ワークスペースのメーリングリ
ストへ、生成した電子メールを送ることができる。例えば、ワークスペースサーバ１３６
は、ワークスペースのメンバが電子メールとしてワークスペースメッセージを受信するこ
とができるように、ワークスペースメッセージに基づいて生成された電子メールを、ワー
クスペースのメーリングリストに送信することができる。電子メールは、上述のように、
各メンバのプリファレンスに従って、ワークスペースのメーリングリストのメンバへ配信
されうる。
【０１０８】
　いくつかの実装において、ワークスペースサーバ１３６は、ワークスペースのメンバで
ない外部ユーザへ、ワークスペースメッセージを送信しうる。例えば、ワークスペースメ
ンバは、上述のようにワークスペースメッセージを生成し、外部ユーザに言及しうる。例
えば、外部ユーザは、ワークスペースメッセージにおいてアットメンション（例えば＠Ｓ
ｕｅ）されうる（at-mentioned）。言及された外部ユーザがワークスペースのメンバの一
員出ない場合、ワークスペースサーバ１３６は、言及された外部ユーザのための連絡先情
報（例えば、電子メールアドレス、電話番号など）を取得するために、ワークスペースの
メンバの電子メールアカウントにアクセスしうる。ワークスペースサーバ１３６が言及さ
れた外部ユーザに対する連絡先情報を発見できない場合、ワークスペースサーバ１３６は
、ＷＳ　ＧＵＩ３００にワークスペースメッセージにおいて言及された外部ユーザのため
の連絡先情報をワークスペースメンバに促させるためのメッセージを、ＷＳ　ＧＵＩ３０
０に送信しうる。ワークスペースメンバは、ＷＳ　ＧＵＩ３００に、連絡先情報（例えば
電子メールアドレス、電話番号など）を入力しうる。ＷＳ　ＧＵＩ３００は、ワークスペ
ースサーバ１３６へ、連絡先情報を送ることができる。ワークスペースサーバ１３６は、
ワークスペースメンバによって提供された連絡先情報を用いて、外部ユーザが言及された
ワークスペースメッセージをその外部ユーザへ送信しうる。例えば、ワークスペースサー
バは、外部ユーザが言及されたワークスペースメッセージの内容を含んだ電子メール又は
テキストメッセージ（例えばＳＭＳ）を、その外部ユーザへ送信することができる。ワー
クスペースメッセージがコンテンツへのリンクを含む場合、外部ユーザは、外部ユーザが
ワークスペースのメンバではないにも関わらず、（例えばウェブブラウザを通じて）その
コンテンツにアクセスすることができる。
【０１０９】
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　いくつかの実装では、外部ユーザは、メッセージストリーム３１６に、ワークスペース
メッセージを追加しうる。例えば、外部ユーザは、ワークスペースサーバ１３６によって
生成された電子メール又はテキストメッセージへ変身しうる。ワークスペースサーバ１３
６は、その電子メール又はテキストメッセージの返信をワークスペースメッセージに変換
して、メッセージストリーム３１６においてそのワークスペースメッセージを投稿するこ
とができる。
【０１１０】
　図１１は、コンテンツアイテムについての議論を生成するための例示のワークスペース
のグラフィカルユーザインタフェース（ＷＳ　ＧＵＩ）１１００を示している。例えば、
ＷＳ　ＧＵＩ１１００は、表示されるワークスペースの共有フォルダに格納されているコ
ンテンツアイテムを表すグラフィック要素１１０２を提示しうる。　いくつかの実装にお
いて、ユーザは、ＷＳ　ＧＵＩ１１００にグラフィック要素１１０４（例えばオプション
メニュー）を出現させるために、グラフィック要素１１０２を選択しうる。グラフィック
要素１１０４は、選択されたグラフィック要素１１０２に対応するコンテンツアイテムに
関するオプションを提示しうる。例えば、グラフィック要素１１０４は、ユーザがグラフ
ィック要素１１０２に対応するコンテンツアイテムについての議論を開始することを可能
とするディスカッションオプション１１０６を提示しうる。
【０１１１】
　いくつかの実装において、選択されたコンテンツアイテムを議論するために、新しいメ
ッセージスレッドが生成されうる。例えば、ユーザがディスカッションオプション１１０
６を選択したことに応じて、ＷＳ　ＧＵＩ１１００に表示されるメッセージストリーム内
にメッセージスレッド１１０８が作成されうる。図１１に示すように、ワークスペースメ
ンバのＤａｖｅが「Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｉｔｅｍ」のための議論スレッドを開始した。コン
テンツアイテムに対応するプレビュー画像１１１０がＤａｖｅｎｏ最初のメッセージに隣
接してメッセージスレッド１１０８内に表示される。続いて、Ｂｏｂ及びＤａｖｅは、コ
ンテンツアイテムについて議論するメッセージスレッド１１０８にワークスペースメッセ
ージを追加している。上述の例示の議論はメッセージストリーム内の他のメッセージと共
にインラインで現れているが、個別のユーザインタフェースがコンテンツアイテムを議論
するために提示されてもよい。例えば、以下の図１２のユーザインタフェース１２００が
、選択されたコンテンツアイテムの議論を促進するために提示されうる。
【０１１２】
　いくつかの実装では、グラフィック要素１１０４は、グラフィック要素１１０２に対応
するコンテンツアイテムを開くオプションを含みうる。例えば、コンテンツアイテムを開
くオプションは、上述のように、コンテンツアイテムのプレビュー画像を開くための選択
可能なオプション１１１４を含みうる。コンテンツアイテムを開くオプションは、上述の
ように、ユーザのクライアントデバイス上で動作するネイティブアプリケーションにおい
てコンテンツアイテムを開くための選択可能なオプション１１１２を含みうる。オプショ
ン１１１２とオプション１１１４とのいずれかのユーザ選択を受けたことに応じて、ＷＳ
　ＧＵＩ３００は、上述のように、ネイティブアプリケーションとプレビュー画像とのい
ずれかにおいて、対応するコンテンツアイテムを表示させるだろう。
【０１１３】
　図１２は、ワークスペースにおいてコンテンツアイテムと関連するコメントを見るため
の、例示のワークスペースグラフィカルユーザインタフェース（ＷＳ　ＧＵＩ）１２００
を示している。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ１２００は、ユーザがＷＳ　ＧＵＩ１１００のディ
スカッションオプション１１０６を選択し、又はプレビューオプション１１１４を開いた
ときに起動されうる。いくつかの実装において、ＷＳ　ＧＵＩ１２００は、選択されたコ
ンテンツアイテムのプレビュー画像１２０４と選択されたコンテンツアイテムと関連付け
られたコメント１２０６とを見るためのグラフィック要素１２０２（例えばウィンドウ）
を含みうる。いくつかの実装において、ユーザは、プレビュー画像１２０４を編集するこ
とができる。いくつかの実装において、プレビュー画像１２０４は読み取り専用画像であ
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る。
【０１１４】
　いくつかの実装において、コメント１２０６は、様々なソースから集められた、選択さ
れたコンテンツアイテムに関連付けられたコメントを提示しうる。例えば、ワークスペー
スサーバ１３６は、すべての利用可能なソースから、選択されたコンテンツアイテムに関
するコメントを収集して、コメント領域１２０６における表示のために、収集したコメン
トをＷＳ　ＧＵＩ１２００へと送信しうる。例えば、コメント１２０６は、メッセージス
トリーム３１６において、選択されたコンテンツアイテムについてなされたコメントを含
みうる。コメント１２０６は、ワークスペースメンバの電子メールにおいてなされた、選
択されたコンテンツアイテムについてなされたコメントを含みうる。コメント１２０６は
、選択されたコンテンツアイテム内から得られたコメントを含みうる。例えば、いくつか
のワードプロセッシングアプリケーションは、ユーザが、文書内でコメントを生成し変更
を追跡することを可能としている。これらの内部コメント及び変更は、文書から抽出され
、コメント１２０６に提示されうる。いくつかの実装において、コメント１２０６は、い
つコンテンツアイテムが作成され、変更されたかなどを特定するなどの、変更情報を含み
うる。コメント１２０６は、選択されたコンテンツアイテムに対してどのような変更がな
されたかを特定してもよい。
【０１１５】
　いくつかの実装において、グラフィック要素１２０２は、現在表示されているコンテン
ツアイテムについての会話を促進するためのグラフィック要素１２０８を含みうる。例え
ば、ユーザは、コメントをグラフィック要素１２０８に入力し、コメント領域１２０６に
そのコメントを出現させるためのそのコメントを投稿することができる。各ユーザは、グ
ラフィック要素１２０８を用いて現在表示されているコンテンツアイテムにコメントして
議論することができ、コメントは１２０６である。
【０１１６】
　いくつかの実装において、ワークスペースサーバ１３６によって収集されたコメントは
、対応するコンテンツアイテムに追加されうる。例えば、コンテンツアイテムが内部コメ
ントに対応するワードプロセッシング文書である場合、ワークスペースサーバ１３６によ
って様々なソースから収集されたコメントは、そのワードプロセッシング文書に、内部コ
メントとして追加されうる。
【０１１７】
　図１３は、コンテンツアイテムのためのコメントを生成して表示するための例示の処理
１３００のフロー図である。ステップ１３０２において、ワークスペースサーバ１３６は
、コンテンツアイテムに関連付けられたメッセージを受信しうる。例えば、ワークスペー
スサーバ１３６は、コンテンツアイテムがメッセージに添付されている（例えば電子メー
ルの添付である）場合に、そのメッセージがコンテンツアイテムに関連付けられている（
又は関係がある）ことを判定することができる。ワークスペースサーバ１３６は、コンテ
ンツアイテムが（例えば、電子メールにおけるコンテンツアイテムへのリンク、ワークス
ペースメッセージにおけるコンテンツアイテムへのリンク、チャットメッセージにおける
コンテンツアイテムへのリンク、など）メッセージにリンク付けされている場合、そのメ
ッセージがコンテンツアイテムに関連付けられていると判定しうる。ワークスペースサー
バ１３６は、メッセージが、添付としてコンテンツアイテムを有する又はコンテンツアイ
テムへのリンクを有する先のメッセージに対する応答におけるものである場合に、そのメ
ッセージがコンテンツアイテムに関連付けられていると判定しうる。ワークスペースサー
バ１３６は、添付としてコンテンツアイテムを有する又はコンテンツアイテムへのリンク
を有する先のメッセージを含んだメッセージスレッド（例えば一連の関連するメッセージ
、オリジナルメッセージに対する一連の返信など）におけるものである場合に、そのメッ
セージがコンテンツアイテムに関連付けられていると判定しうる。
【０１１８】
　ステップ１３０４において、ワークスペースサーバ１３６は、コンテンツアイテムのた
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めのコメントとして、メッセージを記憶しうる。例えば、メッセージがコンテンツアイテ
ム関連付けられるとワークスペースサーバ１３６が判定した場合、ワークスペースサーバ
１３６は、そのコンテンツアイテムに対応するコメントメタデータ内に、そのメッセージ
を格納することができる。このように、様々なソース（例えば電子メール、チャット、ワ
ークスペースメッセージ、インスタントメッセージ、テキストメッセージなど）からのメ
ッセージは、コンテンツアイテムに対するコメントメタデータ内に集約されうる。例えば
、コメントメタデータは、コンテンツアイテムの内部で格納されうる。コメントメタデー
タは、コンテンツアイテムとは分離されて（例えば別個のファイルに）記憶されうる。ソ
ース（例えば電子メール、チャットメッセージ、ワークスペースメッセージ、テキストメ
ッセージ、インスタントメッセージ、コンテンツアイテム内からのコメントなど）によら
ず、コンテンツアイテムについて得られたコメントはすべて、コンテンツアイテムのため
のコメントメタデータに格納されうる。
【０１１９】
　ステップ１３０６において、ワークスペースサーバ１３６は、コンテンツアイテムの選
択を受信しうる。例えば、クライアントデバイス１０２iのユーザは、ワークスペースグ
ラフィカルユーザインタフェース上のコンテンツアイテムの表示（例えば、そのコンテン
ツアイテムを表現するアイコン、グラフィック、テキストなど）を見ることができる。例
えば、ワークスペースグラフィカルユーザインタフェースは、ブラウザアプリケーション
において表示されるウェブインタフェースでありうる。ワークスペースグラフィカルユー
ザインタフェースは、ワークスペース固有のネイティブアプリケーションのユーザインタ
フェースであってもよい。ユーザは、コンテンツアイテムを選択するために、ワークスペ
ースグラフィカルユーザインタフェースに表示されたコンテンツアイテムの表示を選択し
うる。ワークスペースグラフィカルユーザインタフェースは、ワークスペースサーバ１３
６へと、コンテンツアイテムの選択を送信しうる。
【０１２０】
　ステップ１３０８において、ワークスペースサーバ１３６は、クライアントデバイス１
０２iに、選択されたコンテンツアイテムとそのコンテンツアイテムに対するコメントを
提示させうる。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、コンテンツアイテム（又はコン
テンツアイテムのプレビュー画像）とコンテンツアイテムのためのコメントとを表示する
ウェブページを、クライアントデバイス１０２i上で動作するウェブブラウザへ送信しう
る。ワークスペースサーバ１３６は、コンテンツアイテムとコンテンツアイテムのコメン
トとを、クライアントデバイス１０２i上で動作しているネイティブアプリケーションへ
送ってもよい。例えば、ワークスペースサーバ１３６は、上述のように、コンテンツアイ
テム及びコンテンツアイテムのコメントを、クライアントデバイスと同期させうる。コン
テンツアイテム及びコメントは、別個のユーザインタフェース（例えばＷＳ　ＧＵＩ１２
００）に表示されうる。コンテンツアイテム及びコメントは、コンテンツアイテムに固有
のメッセージスレッド（例えば、図１１のメッセージスレッド１１０８）に表示されても
よい。
【０１２１】
　図１４は、コンテンツアイテムの周辺の会話を作成するための例示の処理１４００のフ
ロー図である。ステップ１４０２において、クライアントデバイスは、コンテンツアイテ
ムとメッセージストリームとを含んだワークスペースＧＵＩを提示しうる。例えば、クラ
イアントデバイス１０２iは、図１１のＷＳ　ＧＵＩ１１００を提示してもよい。
【０１２２】
　ステップ１４０４において、クライアントデバイスは、ワークスペースＧＵＩに表示さ
れたコンテンツアイテムの選択を受信しうる。例えば、クライアントデバイス１０２iの
ユーザは、図１１のコンテンツアイテム１１０２を選択するための入力をＷＳ　ＧＵＩ１
１００へ与えうる。
【０１２３】
　ステップ１４０６において、クライアントデバイスは、コンテンツアイテムのディスカ
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ッションオプションを提示しうる。例えば、ＷＳ　ＧＵＩ１１００は、ステップ１４０４
で受信されたユーザ入力に応答して、ディスカッションオプション１１０６を含んだオプ
ションメニュー１１０４を提示することができる。
【０１２４】
　ステップ１４０８において、クライアントデバイスは、ディスカスオプションの選択を
受信しうる。例えば、クライアントデバイス１０２iのユーザは、ディスカスオプション
を選択するために、ディスカスオプション１１０６に関して、クライアントデバイス１０
２iへ入力を与えうる。
【０１２５】
　ステップ１４１０において、クライアントデバイスは、メッセージストリーム内の選択
されたコンテンツアイテムを含んだ新しいメッセージを生成しうる。例えば、ディスカッ
ションオプション１１０６の選択を受信したことに応じて、クライアントデバイス１０２

iは、選択されたコンテンツアイテムを含んだメッセージストリームのための新しいメッ
セージを生成しうる。クライアントデバイス１０２iは、ワークスペースサーバ１３６へ
新しいメッセージを送信して、メッセージストリーム内の新しいメッセージと選択された
コンテンツアイテムとを提示しうる。新しいメッセージが他のワークスペースのメンバに
提示されると、そのワークスペースのメンバは、選択されたコンテンツアイテムの議論を
継続するために応答して、図１１のメッセージスレッド１１０８を生成することができる
。
【０１２６】
　図１５は、外部ユーザへワークスペースのメッセージを送信するための例示の処理１５
００のフロー図である。ステップ１５０２において、サーバデバイスは、ワークスペース
のメンバのためのメッセージストリームを生成しうる。例えば、サーバデバイス２３０は
、図３のメッセージストリーム３１６を生成しうる。メッセージストリーム３１６は、上
述のように、ワークスペースのメンバによって生成された（例えば時間順の）ワークスペ
ースメッセージの集合（例えば、リアルタイム又はほぼリアルタイムのチャットメッセー
ジ）でありうる。
【０１２７】
　ステップ１５０４において、サーバデバイスは、メッセージストリームのためのメッセ
ージを受信しうる。例えば、サーバデバイス２３０は、ワークスペースのメンバによって
生成された新しいワークスペースメッセージを受信しうる。
【０１２８】
　ステップ１５０６において、サーバデバイスは、メッセージが外部ユーザに言及してい
ることを判定しうる。例えば、外部ユーザは、ワークスペースのメンバでない（例えばワ
ークスペースの共有フォルダの認可されたユーザでない）任意のユーザである。サーバデ
バイスは、言及されたユーザを特定するプリフィックスに関して、メッセージ内のテキス
トを解析することにより、メッセージにおいて外部ユーザが言及されていることを判定す
ることができる。例えば、プリフィックスは、単一文字又はシンボル（例えば＠）であり
うる。プリフィックスは、複数の文字又はシンボル（例えば「ａｔ」、「ｆｏｒ」など）
であってもよいサーバデバイスがプリフィックスを発見すると、サーバデバイスは、ワー
クスペースのメンバの識別子と、そのプリフィックスに続く文字列を比較しうる。ッ文字
列がいずれのワークスペースのメンバにも一致しない場合、サーバデバイスは、その言及
されたユーザが外部ユーザであると判定することができる。
【０１２９】
　ステップ１５０８では、サーバデバイスは、外部ユーザのための連絡先情報を取得しう
る。例えば、サーバデバイスは、外部ユーザの言及を含んだワークスペースを生成したワ
ークスペースのメンバのクライアントデバイスからの連絡先情報を要求しうる。クライア
ントデバイスは、ワークスペースのメンバに、外部ユーザの連絡先情報（例えば、電話番
号、電子メールアドレスなど）の入力を促しうる。クライアントデバイスは、外部ユーザ
のための連絡先情報を取得するために、クライアントデバイスに記憶された連絡先データ
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ベースを探索しうる。いくつかの実装では、サーバデバイスは、ワークスペースのメンバ
のアカウントに連絡先データベースを記憶し、外部ユーザのための連絡先情報を判定する
ために連絡先データベースを探索しうる。
【０１３０】
　ステップ１５１０において、サーバデバイスは、外部ユーザのための得られた連絡先情
報に対応する通信機構に従って、外部ユーザへ、その外部ユーザが言及されているメッセ
ージを送信しうる。例えば、外部ユーザのための連絡先情報が電話番号であった場合、サ
ーバデバイスは、ワークスペースメッセージ（例えばメッセージのテキスト部分）を、テ
キストメッセージング（例えばショートメッセージサービスのメッセージング）を用いて
、外部ユーザへ送信しうる。外部ユーザのための連絡先情報が電子メールアドレスである
場合、サーバデバイスは、電子メールを用いて、外部ユーザへワークスペースメッセージ
を送信しうる。
【０１３１】
　いくつかの実装において、外部ユーザは、外部ユーザがワークスペースメッセージを受
信したのと同じ通信機構を用いて、ワークスペースメッセージに応答することができる。
例えば、外部ユーザが電子メールメッセージを受信した場合、外部ユーザは、電子メール
を用いて返信しうる。外部ユーザがテキストメッセージを受信した場合、外部ユーザは、
テキストメッセージにより返信しうる。サーバデバイスが電子メールまたはテキストメッ
セージの返信を受信した場合、サーバデバイスは、その返信を含んだ新しいワークスペー
スメッセージを生成し、その新しいワークスペースメッセージを、外部ユーザが言及され
たメッセージへの返信として、メッセージストリームへ投稿しうる。
【０１３２】
　図１６は、同一のグラフィカルユーザインタフェース内のチャット及びスレッド化され
た会話を提示するための例示の処理１６００のフロー図である。ステップ１６０２におい
て、クライアントデバイスは、メッセージストリームとを含んだワークスペースグラフィ
カルユーザインタフェースを生成しうる。例えば、クライアントデバイスは、メッセージ
ストリーム３１６を含んだＷＳ　ＧＵＩ３００を生成しうる。
【０１３３】
　ステップ１６０４において、クライアントデバイスは、メッセージストリームのための
新しいメッセージを受信しうる。例えば、ワークスペースのメンバは、図３を参照して上
述したように、新しいワークスペースメッセージを生成しうる。この時点で、新しいメッ
セージは、クライアントデバイスによって受信されうるが、メッセージストリーム内にま
だ表示されておらず、又は、挿入されていない。
【０１３４】
　ステップ１６０６において、クライアントデバイスは、ユーザがメッセージストリーム
内の既存のメッセージと相互作用しているかを判定しうる。例えば、クライアントデバイ
ス１０２iは、ＷＳ　ＧＵＩ３００上で、入力カーソル又はポインタの位置を判定しうる
。カーソルがＷＳ　ＧＵＩ３００上に表示されたメッセージのうちの1つの上に位置して
いる場合、クライアントデバイス１０２iは、ユーザが既存のメッセージと相互作用して
いると判定しうる。ユーザが既存のメッセージに応答してテキスト入力を供給している（
例えばテキスト入力要素３３２へ入力を与えている）場合、クライアントデバイス１０２

iは、ユーザが既存のメッセージと相互作用していると判定しうる。ユーザがメッセージ
ストリーム３１６内の既存のメッセージに関して任意の他の入力（例えばクリック、タッ
チ、スワイプなど）を与えている（例えばｌｉｋｅ要素３３４を選択している、Ｒｅｐｌ
ｙ要素３３０を選択している）場合、クライアントデバイス１０２iは、ユーザがメッセ
ージストリーム３１６内の既存のメッセージと相互作用していると判定しうる。ユーザが
メッセージストリーム３１６に表示されたメッセージのうちの1つに対する入力を与えて
いない場合、クライアントデバイス１０２iは、ユーザがメッセージストリーム３１６内
の既存のメッセージと相互作用していないと判定しうる。
【０１３５】
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　ステップ１６０８において、クライアントデバイスは、ユーザがメッセージストリーム
内の既存のメッセージと相互作用していない場合に、メッセージストリームをスクロール
しうる。例えば、上述のように、クライアントデバイス１０２iがユーザが既存のメッセ
ージと相互作用していないと判定した場合、クライアントデバイス１０２iは、ＷＳ　Ｇ
ＵＩ３００上に新しいメッセージのためのスペースを作るために、メッセージストリーム
をスクロールさせ、そのメッセージストリーム内に新しいメッセージを挿入しうる。例え
ば、クライアントデバイス１０２iが上方向へメッセージストリームをスクロールする場
合、新しいメッセージは、メッセージストリームの下端に挿入されうる。例えば、クライ
アントデバイス１０２iが下方向へメッセージストリームをスクロールする場合、新しい
メッセージは、メッセージストリームの上端に挿入されうる。スクロール動作は、新しい
メッセージが受信されるときに、メッセージストリームへ新しいメッセージを追加するた
めのデフォルトの動作でありうる。
【０１３６】
　ステップ１６１０において、クライアントデバイスは、ユーザがメッセージストリーム
内の既存のメッセージと相互作用している場合には、メッセージストリームを固定しうる
。例えば、クライアントデバイス１０２iは新しいメッセージを受信したことに応じてス
クロール動作を引き起こすことを中止することにより、メッセージストリームを固定しう
る。ユーザが既存のメッセージと相互作用している間、クライアントデバイス１０２iは
、新しいメッセージのためのスペースを作るためにメッセージストリームをスクロールさ
せない。
【０１３７】
　ステップ１６１２において、クライアントデバイスは、メッセージストリーム内に新し
いメッセージを挿入しうる。例えば、ユーザが既存のメッセージと相互作用するのを停止
すると、クライアントデバイス１０２iは、スクロール動作を再開し、新しいメッセージ
をメッセージストリームへ挿入し、ＷＳ　ＧＵＩ３００に新しいメッセージを表示するこ
とができる。
【０１３８】
　図１７Ａ及び図１７Ｂは、例示の取りうるシステムの実施形態を示している。本技術を
実施する場合、より好適な実施形態が当業者には明らかであろう。他のシステムの実施形
態をとりうることは、当業者には容易に理解されるであろう。
【０１３９】
　図１７Ａは、通常のシステムバス計算システムアーキテクチャ１７００を示しており、
システムのコンポーネントはバス１７０５を用いて互いに電気的に通信可能となっている
。例示的なシステム１７００は、処理ユニット（ＣＰＵ又はプロセッサ）１７１０と、読
み取り専用メモリ（ＲＯＭ）１７２０及びランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１７２５な
どのシステムメモリ１７１５を含む様々なシステムコンポーネントをプロセッサ１７１０
に接続するシステムバス１７０５と、を含む。システム１７００は、プロセッサ１７１０
に直接接続されているか、近接しているか、あるいはその一部として統合されている高速
メモリのキャッシュを含んでもよい。システム１７００は、プロセッサ１７１０による高
速アクセスのために、データをメモリ１７１５とストレージデバイス１７３０とのすくな
くともいずれかからキャッシュ１７１２へデータをコピーしてもよい。このようにして、
キャッシュは、データを待っている間のプロセッサ１７１０の遅延を回避するパフォーマ
ンスブーストを提供してもよい。これらおよびその他のモジュールは、様々な動作を実行
するようにプロセッサ１７１０を制御するか、または制御するように構成されてもよい。
他のシステムメモリ１７１５が同様に使用可能であってもよい。メモリ１７１５は、異な
る性能特性を有する複数の異なるタイプのメモリを含んでもよい。プロセッサ１７１０は
、いかなる汎用プロセッサを含んでもよいし、プロセッサ１７１０を制御するように構成
された、ストレージデバイス１７３０内に格納されたモジュール１　１７３２、モジュー
ル２　１７３４、モジュール３　１７３６などの、ハードウェアモジュールまたはソフト
ウェアモジュールを含んでもよいし、実際のプロセッサ設計の中にソフトウェア命令が組



(35) JP 2019-36327 A 2019.3.7

10

20

30

40

50

み込まれている専用プロセッサを含んでもよい。プロセッサ１７１０は、本質的に、複数
のコアまたはプロセッサ、バス、メモリコントローラ、キャッシュ等を含んでいる、完全
に自己完結型のコンピュータシステムであってもよい。マルチコアプロセッサは対称型又
は非対称型でありうる。
【０１４０】
　ユーザと計算デバイス１７００との対話を可能にするため、入力デバイス１７４５は、
音声用マイクロフォン、ジェスチャまたはグラフィック入力用のタッチセンシティブスク
リーン、キーボード、マウス、動作入力、音声等、任意の数の入力機構を表してもよい。
また、出力デバイス１７３５は、当業者に知られた複数の出力機構のうちの１つ以上であ
ってもよい。場合によっては、マルチモーダルシステムによって、ユーザが、計算デバイ
ス１７００と通信するための複数のタイプの入力を行うことが可能になりうる。通常、通
信インタフェース１７４０が、ユーザ入力とシステム出力とを統率すると共に管理しうる
。特定のハードウェア構成上で動作することについての制限はなく、したがって、ここで
の基本的な特徴は、改良型のハードウェア構成又はファームウェア構成が開発されれば、
それらと容易に置き換えられうる。
【０１４１】
　ストレージデバイス１７３０は、不揮発性メモリであり、ハードディスクや、磁気カセ
ット、フラッシュメモリカード、ソリッドステートメモリデバイス、デジタル多目的ディ
スク、カートリッジ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１７２５、読み取り専用メモリ
（ＲＯＭ）１７２０、及びそれらのハイブリッドなどの、コンピュータによってアクセス
可能なデータを保持することができる他のタイプのコンピュータ可読媒体であってもよい
。
【０１４２】
　ストレージデバイス１７３０は、プロセッサ１７１０を制御するためのソフトウェアモ
ジュール１７３２、１７３４、及び１７３６を含みうる。他のハードウェアモジュール又
はソフトウェアモジュールも考えられる。ストレージデバイス１７３０は、システムバス
１７０５に接続されうる。一態様において、特定の機能を実行するハードウェアモジュー
ルは、機能を実行するために、プロセッサ１７１０、バス１７０５、ディスプレイ１７３
５等の必要なハードウェア要素と接続する、コンピュータ読み取り可能媒体に格納された
ソフトウェアコンポーネントを含みうる。
【０１４３】
　図１７Ｂは、説明した方法を実行したりグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）
を生成して表示したりする際に用いられうるチップセットアーキテクチャを有するコンピ
ュータシステム１７５０を示している。コンピュータシステム１７５０は、開示された技
術を実行するのに用いることができるコンピュータハードウェア、ソフトウェアおよびフ
ァームウェアの一例である。システム１７５０は、ソフトウェア、ファームウェアおよび
特定された計算を実行するように構成されたハードウェアを実行可能な、任意の数の物理
的であるか論理的であるかの少なくともいずれかである別個のリソースを表す、プロセッ
サ１７５５を含みうる。プロセッサ１７５５は、プロセッサ１７５５への入力およびプロ
セッサ１７５５からの出力を制御することができるチップセット１７６０と通信しうる。
本例では、チップセット１７６０は、ディスプレイなどの出力１７６５へ情報を出力し、
例えば磁気媒体やソリッドステート媒体を含みうるストレージデバイス１７７０に対して
情報の読み書きを行うことができる。また、チップセット１７６０は、ＲＡＭ１７７５か
らデータを読み出し、ＲＡＭ１７７５へデータを書き込むことができる。チップセット１
７６０とのインタフェースのために、種々のユーザインタフェース要素１７８５とのイン
タフェースのためのブリッジ１７８０が提供されうる。このようなユーザインタフェース
要素１７８５は、キーボード、マイクロフォン、タッチ検出および処理回路、マウスなど
のポインティングデバイス、等を含みうる。一般に、システム１７５０への入力は、種々
のソースのうちの任意のものから来てもよく、または機械により生成されるか人により生
成されるかの少なくともいずれかであってもよい。
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【０１４４】
　チップセット１７６０は、異なる複数の物理的インタフェースを有しうる、１つ以上の
通信インタフェース１７９０と連結されてもよい。そのような通信インタフェースは、有
線および無線ローカルエリアネットワークのため、ブロードバンド無線ネットワークのた
め、及びパーソナルエリアネットワークのためのインタフェースを含みうる。ここで開示
されるＧＵＩを生成し表示し使用する方法のいくつかの応用は、物理的なインタフェース
を介して順序付けられたデータセットを受けること、または、プロセッサ１７５５がスト
レージ１７７０または１７７５に格納されたデータを解析することによって機械そのもの
により生成されることを含んでもよい。さらに、機械は、ユーザインタフェース要素１７
８５を通じてユーザから入力を受け、プロセッサ１７５５を用いてこれらの入力を解釈す
ることによるブラウズ機能などの、適切な機能を実行することができる。
【０１４５】
　例示的なシステム１７００および１７５０は、１つより多くのプロセッサ１７１０を有
してもよく、またはより高い処理能力を与えるために共にネットワーク化された計算デバ
イスのグループまたはクラスタの一部であってもよいことを理解することができる。
【０１４６】
　説明の明確化のため、ある例では、本技術はデバイスやデバイスコンポーネントやソフ
トウェアで具現化される方法のステップまたはルーチンやハードウェアとソフトウェアと
の組み合わせを有する機能ブロックを含んだ、個々の機能ブロックを含むものとして提示
されてもよい。
【０１４７】
　ある実施形態では、コンピュータ可読記憶デバイス、媒体およびメモリは、ビットスト
リーム等を含むケーブル又は無線信号を含みうる。しかしながら、言及する場合には、非
一時的コンピュータ可読記憶媒体は、エネルギやキャリア信号や電磁波や信号そのものな
どの媒体を明示的に除外する。
【０１４８】
　上述の例に係る方法は、コンピュータ可読媒体に記憶されるかそうでなければその媒体
から利用可能な、コンピュータ実行可能な命令を用いて実装されうる。このような命令は
、例えば、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、または専用処理デバイスに所定の機能
もしくは一群の機能を実行させるかそうでなければ実行するように設定する命令およびデ
ータを含んでもよい。使用されるコンピュータリソースの一部は、ネットワークを介して
アクセス可能でありうる。コンピュータ実行可能な命令は、例えば、バイナリや、アセン
ブリ言語などの中間フォーマット命令や、ファームウェアや、ソースコードであってもよ
い。命令と、使用される情報と、説明された例に係る方法の間に生成される情報との少な
くともいずれかを記憶するのに用いられうるコンピュータ可読媒体の例は、磁気または光
学ディスク、フラッシュメモリ、不揮発性メモリを備えるＵＳＢデバイス、ネットワーク
化されたストレージデバイスなどを含む。
【０１４９】
　本開示に係る方法を実装するデバイスは、ハードウェアと、ファームウェアと、ソフト
ウェアとの少なくともいずれかを含んでもよく、様々な形状ファクタのうちのいずれかを
とりうる。そのような形状ファクタの典型例は、ラップトップ、スマートフォン、小さい
形状ファクタのパーソナルコンピュータ、パーソナルデジタルアシスタントなどを含む。
また、ここで説明される機能は、周辺機器又はアドインカードにおいて実現されうる。さ
らなる例として、そのような機能は、回路基板上で異なる複数のチップの間でまたは単一
デバイスで実行される異なる複数の処理の間で実現されてもよい。
【０１５０】
　命令、そのような命令を運ぶための媒体、それらを実行するための計算リソース、およ
びそのような計算リソースをサポートするための他の構成は、本開示で説明される機能を
提供するための手段である。
【０１５１】
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　添付の特許請求の範囲内の態様を説明するために様々な例および他の情報を使用したが
、当業者であれば、これらの例を使用して多種多様な実装を導くことができるだろうよう
に、そのような例における特定の特徴や構成に基づいて、いかなる特許請求の範囲の限定
も暗示されてはならない。さらに、いくつかの主題が構造的特徴と方法ステップとの少な
くともいずれかの例に特有の言語で記述されたかもしれないが、添付の特許請求の範囲で
規定される主題はこれらの記述された特徴や動作に必ずしも限定されないことが理解され
るべきである。例えば、そのような機能は様々に分散されてもよいし、ここで特定された
もの以外の要素で実行されてもよい。むしろ、説明した特徴およびステップは、添付の特
許請求の範囲内のシステムおよび方法の要素の例として開示される。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７Ａ】

【図１７Ｂ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月2日(2018.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オンラインコンテンツ管理システムが、前記オンラインコンテンツ管理システムのユー
ザアカウントに関連付けられたユーザデバイスから、新しいコンテンツアイテムを作成す
るための要求であって、少なくとも当該新しいコンテンツアイテムに対するコンテンツア
イテムの種類を特定する要求を受信することと、
　前記オンラインコンテンツ管理システムが、特定された前記コンテンツアイテムの種類
に基づいて、前記オンラインコンテンツ管理システムによって記憶されている複数のコン
テンツアイテムテンプレートであって、複数の異なるコンテンツアイテムの種類に対応す
るコンテンツアイテムテンプレートを含んだ複数のコンテンツアイテムテンプレートから
、コンテンツアイテムテンプレートを選択することと、
　前記オンラインコンテンツ管理システムが、自動で選択された前記コンテンツアイテム
テンプレートのコピーを生成することと、
　前記オンラインコンテンツ管理システムが、編集を受ける前に、前記ユーザアカウント
に関連付けられた前記オンラインコンテンツ管理システムのオンラインフォルダに、前記
新しいコンテンツアイテムとして、前記コンテンツアイテムテンプレートのコピーを保存
することと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記新しいコンテンツアイテムを前記オンラインフォルダに保存したことに応じて、前
記オンラインコンテンツ管理システムが、前記ユーザデバイスに、前記新しいコンテンツ
アイテムを送信することをさらに含む、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のコンテンツアイテムテンプレートのそれぞれは、異なるコンテンツアイテム
の種類のものである、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザデバイスは、前記オンラインフォルダに対応するローカルフォルダに、前記
新しいコンテンツアイテムを格納する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザデバイスは、前記新しいコンテンツアイテムにネイティブなアプリケーショ
ンにおいて、当該新しいコンテンツアイテムを編集する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　１つ以上のプロセッサによって実行されるときに、オンラインコンテンツ管理システム
に、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムのユーザアカウントに関連付けられたユーザ
デバイスで動作しているウェブブラウザから、新しいコンテンツアイテムを作成するため
の要求であって、少なくとも当該新しいコンテンツアイテムに対するコンテンツアイテム
の種類を特定する要求を受信することと、
　　特定された前記コンテンツアイテムの種類に基づいて、前記オンラインコンテンツ管
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理システムによって記憶されている複数のコンテンツアイテムテンプレートであって、複
数の異なるコンテンツアイテムの種類に対応するコンテンツアイテムテンプレートを含ん
だ複数のコンテンツアイテムテンプレートから、コンテンツアイテムテンプレートを選択
することと、
　　選択された前記コンテンツアイテムテンプレートのコピーを生成することと、
　　前記コンテンツアイテムテンプレートのコピーに対する編集を受ける前に、前記ユー
ザアカウントに関連付けられた前記オンラインコンテンツ管理システムのオンライン共有
フォルダに、前記新しいコンテンツアイテムとして、前記コンテンツアイテムテンプレー
トのコピーを保存することと、
　を実行させる命令の１つ以上のシーケンスを含んだプログラム。
【請求項７】
　前記命令は、前記新しいコンテンツアイテムを前記オンライン共有フォルダに保存した
ことに応じて、前記オンラインコンテンツ管理システムに、前記ユーザデバイスへ前記新
しいコンテンツアイテムを送信させる、
　ことを特徴とする請求項６に記載のプログラム。
【請求項８】
　前記複数のコンテンツアイテムテンプレートのそれぞれは、異なるコンテンツアイテム
の種類のものである、
　ことを特徴とする請求項６に記載のプログラム。
【請求項９】
　前記ユーザデバイスは、前記オンライン共有フォルダに対応するローカルフォルダに、
前記新しいコンテンツアイテムを格納する、
　ことを特徴とする請求項７に記載のプログラム。
【請求項１０】
　前記ユーザデバイスは、前記新しいコンテンツアイテムにネイティブなアプリケーショ
ンにおいて、当該新しいコンテンツアイテムを編集する、
　ことを特徴とする請求項９に記載のプログラム。
【請求項１１】
　前記オンライン共有フォルダは、共有フォルダに裏付けられたワークスペースの複数の
ユーザアカウントに関連付けられている、
　ことを特徴とする請求項６に記載のプログラム。
【請求項１２】
　オンラインコンテンツ管理システムであって、
　１つ以上のプロセッサと、
　前記１つ以上のプロセッサによって実行されるときに、前記オンラインコンテンツ管理
システムに、
　　前記オンラインコンテンツ管理システムの共有フォルダに裏付けられたワークスペー
スに関連する認可されたユーザアカウントに関連付けられたユーザデバイスで動作してい
るウェブブラウザから、新しいコンテンツアイテムを作成するための要求であって、少な
くとも当該新しいコンテンツアイテムに対するコンテンツアイテムの種類を特定する要求
を受信することと、
　　特定された前記コンテンツアイテムの種類に基づいて、前記オンラインコンテンツ管
理システムによって記憶されている複数のコンテンツアイテムテンプレートであって、複
数の異なるコンテンツアイテムの種類に対応するコンテンツアイテムテンプレートを含ん
だ複数のコンテンツアイテムテンプレートから、コンテンツアイテムテンプレートを選択
することと、
　　選択された前記コンテンツアイテムテンプレートのコピーを生成することと、
　　前記コンテンツアイテムテンプレートのコピーへの編集を受ける前に、前記共有フォ
ルダに裏付けられたワークスペースに対応する前記オンラインコンテンツ管理システムの
オンライン共有フォルダに、前記新しいコンテンツアイテムとして、前記コンテンツアイ
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テムテンプレートのコピーを保存することと、
　を実行させる命令の１つ以上のシーケンスを含んだ非一時的コンピュータ可読媒体と、
　を有することを特徴とするオンラインコンテンツ管理システム。
【請求項１３】
　前記命令は、前記新しいコンテンツアイテムを前記オンライン共有フォルダに保存した
ことに応じて、前記オンラインコンテンツ管理システムに、前記ユーザデバイスへ前記新
しいコンテンツアイテムを送信させる、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記複数のコンテンツアイテムテンプレートのそれぞれは、異なるコンテンツアイテム
の種類のものである、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記ユーザデバイスは、前記オンライン共有フォルダに対応するローカルフォルダに、
前記新しいコンテンツアイテムを格納する、
　ことを特徴とする請求項１２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ユーザデバイスは、前記新しいコンテンツアイテムにネイティブなアプリケーショ
ンにおいて、当該新しいコンテンツアイテムを編集する、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
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